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【表紙解説】

カワサキ・インターループ

特集「カワサキ・インターループ 2 0 2 7 」で提案している

「コモンズ（共有地）としての人間中心の街路」。

多摩川に沿って続く約 20km のアクシス（以前河川敷に設置

されていたサイクリングロードを原型とする）と、登戸・武蔵

溝ノ口・武蔵小杉・川崎という拠点エリア内のループ（空中回

廊）とで構成され、ターミナル駅周辺と主要建築物、多摩川べ

りをゆるやかに繋ぐ空中回廊で、個人が自分の望む速度で移動

することを目指す。

今 号 の 東 芝 エ レ ベ ー タ 広 報 誌「FUTURE 

DESIGN」Vol.9に対するご感想をお聞かせくださ

い。抽選で 10名さまに「特選品」をお送りします。

今号の特選品は、LED 式懐中電灯「NEW ナイト

スター」です。30 秒振るだけで 20 分点灯し、水

中に落としても発光面を上にしたまま浮かびます。

●応募方法

同封のはがきまたはFAX用紙、E-mailでご意見

をお送りください。

●締め切り

2007年4月30日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

03 -13 特集●交通と都市再生の未来形

 川崎を「インタフェース」する

 新しい街路空間のデザイン

 カワサキ・インターループ2027
14-17 連載●リニューアル探検隊が行く！

 小原産婦人科

18-19 連載●防災を科学する

 大規模停電の発生に備える
 停電と都市･交通

  20 交通の快楽

 “人が主役”を追求した
 シームレスな乗り換え

vol.9  2007

vol.9 2007
安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

東京と横浜の＜あいだ＞に位置する神奈川県川崎市。人口約 130 万人を擁する政令指定

都市であり、京浜工業地帯の中では有数の重化学工業エリアを抱える産業都市だ。しか

しながら、臨海部の産業都市としての側面は、川崎が持つ多様な「表情」の実はごく一

部に過ぎない。ハイテク産業が立地する JR 南武線沿線、それと直交するように走る私

鉄路線エリアは都心へ通勤する人々のベッドタウン地域であり、内陸部には名物の梨が

栽培される風景もいまだに点在している。多種多様な特性を備えた都市・川崎。本誌で

は、その多種多様性を相互につなぐ役目＝「インタフェース」としての近未来の交通シ

ステムを、建築やコミュニティーの専門家などからなるプロジェクトチームで検討した。

2027 年を想定した空中回廊「カワサキ・インターループ」。人間中心型の全く新しい街

路空間の提案である。

川崎を「インタフェース」する新しい街路空間のデザイン

K A W A S A K I  I N T E R-L O O P

特集●交通と都市再生の未来形
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交
通
の
要
衝
か
ら
重
工
業
都
市
へ

　

川
崎
の
市
域
は
、
東
京
と
横
浜

の
間
に
細
長
く
広
が
っ
て
い
る
。

　

東
京
と
の
境
に
は
、
多
摩
川
が

北
西
か
ら
南
東
へ
と
流
れ
て
お
り
、

そ
れ
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
、
J
R
南

武
線
が
走
っ
て
い
る
。
南
武
線
の

起
点
で
あ
る
川
崎
駅
周
辺
が
市
の

中
心
だ
が
、
そ
の
位
置
は
全
体
か

ら
見
れ
ば
、
か
な
り
臨
海
部
で
あ

る
南
東
に
寄
っ
て
い
る
。
と
は
い

え
、
実
際
の
海
は
川
崎
駅
周
辺
よ

り
も
数
km
以
上
離
れ
て
い
て
、
臨

海
部
は
大
半
が
埋
め
立
て
地
の
工

場
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
ま
で
の
川
崎
は
、
12

世
紀
に
は
す
で
に
建
立
さ
れ
て
い

た
川
崎
大
師
（
平
間
寺
）
の
門
前

町
で
も
あ
っ
た
現
在
の
川
崎
駅
周

辺
は
、
元
和
九
（
1
6
2
3
）
年
に

東
海
道
五
十
三
次
の
中
で
最
後
の

宿
場
と
し
て
選
定
さ
れ
、
交
通
の

要
衝
と
し
て
の
位
置
を
す
で
に
明

確
に
し
は
じ
め
て
い
た
。

　

川
崎
の
本
格
的
な
発
展
が
始

ま
る
の
は
、
や
は
り
明
治
に
入
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
5

（
1
8
7
2
）
年
の
新
橋
―
横
浜
間

の
鉄
道
開
通
に
と
も
な
い
、
川
崎

駅
が
設
置
。
以
後
、
昭
和
初
期
に

か
け
て
、
東
京
都
心
と
横
浜
方
面

を
つ
な
ぐ
鉄
道
路
線
が
相
次
い
で

開
業
し
、
川
崎
は
交
通
の
結
節
点

と
し
て
の
地
位
を
高
め
て
い
く
。

大
正
13
（
1
9
2
4
）
年
に
は
、
そ

れ
ま
で
の
一
町
二
村
が
合
併
し
て

市
制
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
東
京
湾
に
面
し
た
臨
海

部
は
、明
治
期
末
に
日
本
鋼
管
（
現

J
F
E
ス
チ
ー
ル
）
の
製
鉄
所
が
建

設
さ
れ
た
の
を
機
に
工
場
地
帯
と

し
て
整
備
さ
れ
、
昭
和
初
期
の
大

規
模
な
埋
め
立
て
に
よ
り
、
製
鉄
・

化
学
・
機
械
・
電
機
な
ど
の
工
場

が
多
数
林
立
し
て
い
く
。

　

ち
な
み
に
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

の
母
体
で
あ
る
東
芝
も
、
川
崎
と

は
非
常
に
縁
が
深
い
。
1
9
0
8

年
に
東
芝
の
前
身
で
あ
る
東
京

電
気
が
川
崎
駅
前
に
工
場
を
設

置
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
ま
た
、

1
9
3
6
年
に
は
柳
町
事
業
所
で

操
業
を
開
始
。
川
崎
事
業
所
（
旧

堀
川
町
工
場
）
は
2
0
0
0
年
に
は

役
目
を
終
え
、
2
0
0
6
年
に
オ

ー
プ
ン
し
た
商
業
・
住
宅
・
業
務

の
大
規
模
複
合
施
設
「
ラ
ゾ
ー
ナ

川
崎
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

川
崎
の
歴
史
に
目
を
戻
す
と
、

第
二
次
世
界
大
戦
で
受
け
た
戦
災

か
ら
復
興
を
遂
げ
る
川
崎
は
、
重

工
業
都
市
と
し
て
引
き
続
き
多
く

の
工
場
が
臨
海
部
や
国
鉄
南
武
線

沿
線
に
立
地
し
て
い
く
一
方
で
、

内
陸
部
の
方
は
、
市
内
を
横
断
す

る
私
鉄
沿
線
の
エ
リ
ア
が
東
京
都

心
に
通
勤
す
る
人
々
の
た
め
の
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
1
9
5
7
年
に

川
崎
市
の
人
口
は
50
万
人
を
超
え

る
が
、
20
年
経
た
な
い
1
9
7
4

年
に
は
、
倍
増
の
1
0
0
万
人
の

大
台
に
達
し
た
。
こ
の
戦
後
の
人

口
急
増
は
、
い
わ
ゆ
る
「
川
崎
都

民
」
が
大
半
を
占
め
る
。

　

ま
た
1
9
7
2
年
に
は
、
横
浜

市
に
続
き
神
奈
川
県
内
で
2
番
目

の
政
令
指
定
都
市
に
指
定
さ
れ
た
。

分
断
さ
れ
る
川
崎
の
イ
メ
ー
ジ

　

1
9
8
0
年
代
以
降
の
川
崎
は
、

引
き
続
き
内
陸
部
の
宅
地
化
が

進
み
、
ま
た
川
崎
駅
周
辺
に
あ
っ

た
大
規
模
工
場
の
移
転
に
と
も
な

う
再
開
発
と
商
業
地
化
が
加
速
し

た
ほ
か
、
か
な
が
わ
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
な
ど
先
端
技
術
系
の
研
究

開
発
拠
点
の
開
設
、
J
リ
ー
グ
の

本
拠
地
設
置
や
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
・
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
の
開
設
な
ど

「
音
楽
の
ま
ち
・
か
わ
さ
き
」
の

推
進
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
も
進
ん
で
い
る
。

　

都
市
内
の
交
通
と
い
う
視
点
か

ら
川
崎
を
見
る
と
、
市
内
を
横
断

す
る
よ
う
に
走
る
鉄
道
路
線
が
多

数
存
在
す
る
。
最
も
海
側（
南
東
側
）

を
走
る
京
浜
急
行
線
、
J
R
東
海

道
線
・
京
浜
東
北
線
・
横
須
賀
線
、

東
急
東
横
線
、
東
急
目
黒
線
、
東

急
田
園
都
市
線
、
小
田
急
線
、
そ

し
て
北
西
端
で
は
京
王
相
模
原
線

と
、
じ
つ
に
9
つ
も
の
路
線
が
市

内
を
横
断
し
て
い
る
（
東
海
道
新
幹

線
は
市
内
を
通
過
す
る
の
み
）。
こ
れ

ら
の
路
線
、
特
に
内
陸
側
を
走
る

各
私
鉄
沿
線
は
、
都
心
通
勤
者
の

た
め
の
住
宅
地
と
し
て
発
展
し
た
。

　

し
か
し
、
北
西
か
ら
南
東
へ

と
細
長
い
市
域
内
の
交
流
を
支
え

る
交
通
手
段
は
、
市
内
を
横
断
す

る
交
通
の
利
便
に
比
べ
て
、
あ
ま

り
発
達
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た

い
。
上
記
の
各
路
線
を
つ
な
ぐ
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
は
、
川
崎

駅
か
ら
市
内
を
縦
断
し
、
立
川
方

面
へ
と
延
び
る
J
R
南
武
線
だ
け

だ
。
2
0
0
6
年
末
現
在
、
南
武

線
に
は
快
速
運
転
が
な
く
、
川
崎

を
縦
断
す
る
新
た
な
鉄
道
路
線
の

建
設
は
、
行
政
や
市
民
に
と
っ
て

は
「
悲
願
」
に
近
い
も
の
で
あ
り
、

1
9
6
0
年
代
か
ら
構
想
だ
け
は

持
ち
上
が
っ
て
い
た
。
そ
の
悲
願

は
、「
川
崎
縦
貫
高
速
鉄
道
」
と

い
う
名
称
と
な
っ
て
2
0
0
1
年
、

川
崎
市
が
鉄
道
事
業
許
可
を
取
得

す
る
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
が
、

折
か
ら
の
厳
し
い
財
政
状
況
も
あ

っ
て
着
工
は
延
期
さ
れ
、
計
画
の

再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ

れ
が
こ
こ
に
来
て
よ
う
や
く
、
新

百
合
ケ
丘
か
ら
武
蔵
小
杉
ま
で
を

初
期
整
備
区
間
と
す
る
こ
と
で
、

再
度
鉄
道
事
業
の
許
可
取
得
へ
向

け
た
調
整
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

一
方
、
自
動
車
道
路
も
、
基
本

的
に
東
京
都
心
か
ら
放
射
状
に
広

が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
市
内
を

縦
貫
す
る
幹
線
道
路
は
府
中
街
道

な
ど
少
数
に
限
ら
れ
、
し
か
も
車

線
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
恒
常

的
に
混
雑
し
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

縦
軸
の
交
流
を
目
指
す
提
案
へ

　

日
本
の
近
代
的
な
発
展
を
支
え

た
重
工
業
都
市
と
、
内
陸
部
に
形

成
さ
れ
て
い
っ
た
私
鉄
沿
線
の
住

宅
地
＝
川
崎
都
民
の
た
め
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
。
こ
の
両
極
の
間
で
、

川
崎
は
非
常
に
多
種
多
様
な
特
徴

を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
細
長
い
市

域
と
首
都
圏
に
お
け
る
放
射
状
に

形
成
さ
れ
た
交
通
網
の
中
で
、
川

崎
は
都
市
と
し
て
の
「
ま
と
ま
り
」

を
持
ち
に
く
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

本
誌
が
検
討
・
提
案
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
カ
ワ
サ
キ
･
イ
ン
タ

ー
ル
ー
プ
2
0
2
7
」
は
、
都
市

内
の
交
通
を
再
編
成
（
リ
・
デ
ザ
イ

ン
）
す
る
こ
と
で
、
川
崎
が
都
市

全
体
の
統
一
性
を
も
ち
、
今
は
つ

な
が
り
の
弱
い
縦
の
軸
で
の
市
民

の
交
流
や
協
働
が
促
進
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
た
。

　

今
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と

し
て
検
討
に
参
加
し
た
の
は
、
川

崎
市
在
住
で
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
多
数
手
が
け
る
大
枝
奈
美
氏
、

ビ
ル
や
都
市
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
手
が
け
る
建
築
家
の
馬
場
正

尊
氏
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
渡
辺
保
史
氏
、
そ
し
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン

と
C
G
制
作
を
担
当
し
た
福
島
慶

介
氏
の
４
名
で
あ
る
。

▲図2　川崎市電と京急大師線がつながった塩浜駅

▲図1　大正時代の二子の渡し

▼図3　六郷橋から見た川崎大空襲で焼け野原となった川崎の市街地

▲図4　ラゾーナ川崎（2006年）

川崎のおもなできごと

二ケ領用水が完成。

東海道五十三次最後の宿場として選定。

新橋―横浜間の鉄道開通にともない、川崎駅が設置。

川崎町・御幸村・大師町が合併し、川崎市となる（人口4万8394人）。

東京電気（後の東芝）が川崎駅前に工場を設置。

全国初の工業用水道が完成する。

市電が開通する（1969年3月に廃止）。

川崎大空襲、市街地が焼け野原となる。

市営バスが営業を開始する。

川崎港が市の管理となる。

市の人口が50万人を突破する。

川崎市公害防止条例を施行する。

政令指定都市となる（川崎・幸・中原・高津・多摩の5区が誕生）。

100万人目の市民が誕生する。

全国初の環境アセスメント条例を施行する。

高津・多摩区の分区により、

宮前区と麻生区が誕生する（7区制となる）。

川崎地下街「アゼリア」がオープンする。

かながわサイエンスパークが開設。

廃棄物の鉄道輸送を開始する。

東京湾アクアラインが開通する。

岡本太郎美術館がオープンする。

東芝川崎事業所（旧堀川町工場）の操業が終了。

ミューザ川崎シンフォニーホールを開館する

（市制80周年）。

ラゾーナ川崎開設。
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重工業都市とベッドタウンの
2つの顔を持つ街

川崎の歴史と概要HISTORY & LANDSCAPE
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「
音
楽
の
ま
ち
・
か
わ
さ
き
」
の

推
進
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
も
進
ん
で
い
る
。

　

都
市
内
の
交
通
と
い
う
視
点
か

ら
川
崎
を
見
る
と
、
市
内
を
横
断

す
る
よ
う
に
走
る
鉄
道
路
線
が
多

数
存
在
す
る
。
最
も
海
側（
南
東
側
）

を
走
る
京
浜
急
行
線
、
J
R
東
海

道
線
・
京
浜
東
北
線
・
横
須
賀
線
、

東
急
東
横
線
、
東
急
目
黒
線
、
東

急
田
園
都
市
線
、
小
田
急
線
、
そ

し
て
北
西
端
で
は
京
王
相
模
原
線

と
、
じ
つ
に
9
つ
も
の
路
線
が
市

内
を
横
断
し
て
い
る
（
東
海
道
新
幹

線
は
市
内
を
通
過
す
る
の
み
）。
こ
れ

ら
の
路
線
、
特
に
内
陸
側
を
走
る

各
私
鉄
沿
線
は
、
都
心
通
勤
者
の

た
め
の
住
宅
地
と
し
て
発
展
し
た
。

　

し
か
し
、
北
西
か
ら
南
東
へ

と
細
長
い
市
域
内
の
交
流
を
支
え

る
交
通
手
段
は
、
市
内
を
横
断
す

る
交
通
の
利
便
に
比
べ
て
、
あ
ま

り
発
達
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た

い
。
上
記
の
各
路
線
を
つ
な
ぐ
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
は
、
川
崎

駅
か
ら
市
内
を
縦
断
し
、
立
川
方

面
へ
と
延
び
る
J
R
南
武
線
だ
け

だ
。
2
0
0
6
年
末
現
在
、
南
武

線
に
は
快
速
運
転
が
な
く
、
川
崎

を
縦
断
す
る
新
た
な
鉄
道
路
線
の

建
設
は
、
行
政
や
市
民
に
と
っ
て

は
「
悲
願
」
に
近
い
も
の
で
あ
り
、

1
9
6
0
年
代
か
ら
構
想
だ
け
は

持
ち
上
が
っ
て
い
た
。
そ
の
悲
願

は
、「
川
崎
縦
貫
高
速
鉄
道
」
と

い
う
名
称
と
な
っ
て
2
0
0
1
年
、

川
崎
市
が
鉄
道
事
業
許
可
を
取
得

す
る
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
が
、

折
か
ら
の
厳
し
い
財
政
状
況
も
あ

っ
て
着
工
は
延
期
さ
れ
、
計
画
の

再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ

れ
が
こ
こ
に
来
て
よ
う
や
く
、
新

百
合
ケ
丘
か
ら
武
蔵
小
杉
ま
で
を

初
期
整
備
区
間
と
す
る
こ
と
で
、

再
度
鉄
道
事
業
の
許
可
取
得
へ
向

け
た
調
整
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

一
方
、
自
動
車
道
路
も
、
基
本

的
に
東
京
都
心
か
ら
放
射
状
に
広

が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
市
内
を

縦
貫
す
る
幹
線
道
路
は
府
中
街
道

な
ど
少
数
に
限
ら
れ
、
し
か
も
車

線
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
恒
常

的
に
混
雑
し
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

縦
軸
の
交
流
を
目
指
す
提
案
へ

　

日
本
の
近
代
的
な
発
展
を
支
え

た
重
工
業
都
市
と
、
内
陸
部
に
形

成
さ
れ
て
い
っ
た
私
鉄
沿
線
の
住

宅
地
＝
川
崎
都
民
の
た
め
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
。
こ
の
両
極
の
間
で
、

川
崎
は
非
常
に
多
種
多
様
な
特
徴

を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
細
長
い
市

域
と
首
都
圏
に
お
け
る
放
射
状
に

形
成
さ
れ
た
交
通
網
の
中
で
、
川

崎
は
都
市
と
し
て
の
「
ま
と
ま
り
」

を
持
ち
に
く
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

本
誌
が
検
討
・
提
案
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
カ
ワ
サ
キ
･
イ
ン
タ

ー
ル
ー
プ
2
0
2
7
」
は
、
都
市

内
の
交
通
を
再
編
成
（
リ
・
デ
ザ
イ

ン
）
す
る
こ
と
で
、
川
崎
が
都
市

全
体
の
統
一
性
を
も
ち
、
今
は
つ

な
が
り
の
弱
い
縦
の
軸
で
の
市
民

の
交
流
や
協
働
が
促
進
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
た
。

　

今
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と

し
て
検
討
に
参
加
し
た
の
は
、
川

崎
市
在
住
で
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
多
数
手
が
け
る
大
枝
奈
美
氏
、

ビ
ル
や
都
市
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
手
が
け
る
建
築
家
の
馬
場
正

尊
氏
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
渡
辺
保
史
氏
、
そ
し
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン

と
C
G
制
作
を
担
当
し
た
福
島
慶

介
氏
の
４
名
で
あ
る
。

▼図3　六郷橋から見た川崎大空襲で焼け野原となった川崎の市街地

▲図4　ラゾーナ川崎（2006年）

川崎のおもなできごと

二ケ領用水が完成。

東海道五十三次最後の宿場として選定。

新橋―横浜間の鉄道開通にともない、川崎駅が設置。

川崎町・御幸村・大師町が合併し、川崎市となる（人口4万8394人）。

東京電気（後の東芝）が川崎駅前に工場を設置。

全国初の工業用水道が完成する。

市電が開通する（1969年3月に廃止）。

川崎大空襲、市街地が焼け野原となる。

市営バスが営業を開始する。

川崎港が市の管理となる。

市の人口が50万人を突破する。

川崎市公害防止条例を施行する。

政令指定都市となる（川崎・幸・中原・高津・多摩の5区が誕生）。

100万人目の市民が誕生する。

全国初の環境アセスメント条例を施行する。

高津・多摩区の分区により、

宮前区と麻生区が誕生する（7区制となる）。

川崎地下街「アゼリア」がオープンする。

かながわサイエンスパークが開設。

廃棄物の鉄道輸送を開始する。

東京湾アクアラインが開通する。

岡本太郎美術館がオープンする。

東芝川崎事業所（旧堀川町工場）の操業が終了。

ミューザ川崎シンフォニーホールを開館する

（市制80周年）。

ラゾーナ川崎開設。
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（提供：川崎市：『川崎市市勢要覧 2006年版』）



新
た
な
広
域
拠
点
と
な
る

武
蔵
小
杉
エ
リ
ア

　

東
急
東
横
線
・
目
黒
線
と
J
R

南
武
線
が
交
わ
る
武
蔵
小
杉
は
、

南
西
側
に
企
業
の
工
場
・
事
業
所

が
立
地
し
、
西
側
・
北
側
は
住
宅

地
が
広
が
り
、
J
リ
ー
グ
の
川
崎

フ
ロ
ン
タ
ー
レ
が
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
し
、
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
な
ど
を
擁
す
る
等
々
力
緑
地

も
ほ
ど
近
い
。
東
京
都
心
の
渋
谷

ま
で
東
急
東
横
線
で
15
分
、
川
崎

ま
で
南
武
線
で
10
分
程
度
と
交
通

の
利
便
が
高
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

も
と
も
と
人
気
の
エ
リ
ア
で
あ
っ

た
が
、
こ
こ
に
来
て
、
か
つ
て
企

業
用
地
だ
っ
た
南
西
側
で
50
〜
60

階
建
て
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

設
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
て
い
る
。
実

際
、
川
崎
市
が
策
定
し
た
総
合

計
画
に
お
い
て
も
、
武
蔵
小
杉
は

川
崎
駅
周
辺
に
次
ぐ
新
た
な
広
域

拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
面
積
37
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ

再
開
発
地
区
で
は
、
今
後
数
年
以

内
に
民
間
資
本
に
よ
り
建
設
さ
れ

る
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
供
給
戸
数

は
5
0
0
0
戸
を
予
定
し
て
お
り
、

約
1
万
5
0
0
0
人
も
の
新
住
民

が
こ
こ
に
集
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
2
0
0
9
年
に
は
J
R

横
須
賀
線
の
新
駅
が
武
蔵
小
杉
に

設
置
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
ほ

か
、
前
述
の
新
鉄
道
路
線
（
地
下
鉄
）

で
あ
る
川
崎
縦
貫
高
速
鉄
道
の
初

期
整
備
区
間
で
は
当
面
の
始
発
駅

と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
武
蔵
小
杉
は
街
並

み
と
し
て
も
交
通
の
要
衝
と
し
て

も
激
変
の
た
だ
中
に
あ
る
。

多
様
な
も
の
を
つ
な
ぐ
交
通
の

リ
・
デ
ザ
イ
ン

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
馬
場
正
尊
氏
は
、
現
在
建
設
中

の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
群
に
つ
い
て

こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
フ
ラ
ッ
ト
な
住
宅

地
と
は
全
く
異
質
な
、
垂
直
に
伸

び
る
新
し
い
風
景
が
で
き
あ
が
る
。

こ
れ
だ
け
の
大
規
模
か
つ
急
激
な

変
化
は
、
首
都
圏
で
は
今
後
あ
ま

り
起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
今
ま
で

の
街
と
新
し
い
街
が
ど
の
よ
う
に

に
共
存
で
き
る
の
か
、
興
味
深
い

と
こ
ろ
で
す
」

　

ま
た
、
同
じ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ

ン
バ
ー
で
現
在
武
蔵
小
杉
在
住
の

大
枝
奈
美
氏
は
、
今
回
検
討
す
る
提

案
は
何
ら
か
の
か
た
ち
で
多
摩
川
と
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現 在 の 路 線

■ JR東日本線

（東海道本線・京浜東北線・南武線・横須
賀線・鶴見線）
川崎駅は日本初の鉄道開業時（1872年）以
来の伝統を持つ駅であり、東海道本線のほ
か京浜東北線が停車、さらに市内を縦断し
て立川まで結ぶ南武線の起点ともなってい
る。またこのほかの JR東日本の路線とし
ては、横須賀方面から都心さらに千葉方面
へと向かう横須賀線（2009年に武蔵小杉に新
駅が設置予定）、臨海部の工業地帯に通勤客
を運ぶ鶴見線が市内を走っている。

■京急線（京急線・大師線）

東京から神奈川の海寄りを結ぶ京急線は、
都内の泉岳寺駅（同駅からは都営地下鉄浅草線
に乗り入れ）から横須賀市の浦賀駅へ向かう
本線（京急川崎駅・八丁畷駅）と大師線（京急
川崎～小島新田駅間）の 2路線が川崎市内を
走っている。

■東急線（東横線・田園都市線・目黒線）

東急線は、東京・渋谷を起点から横浜駅（さ
らに経由して横浜高速みなとみらい線の元町・中華

街駅）へと向かう東横線と、神奈川県大和
市の中央林間駅までの田園都市線、目黒～
武蔵小杉間を結び、東京メトロ南北線、都
営地下鉄三田線と相互直通運転行う目黒線
が川崎市内を走っている。田園都市線が溝
の口駅で JR南武線・武蔵溝ノ口駅と接続
し、東横線・目黒線が武蔵小杉で南武線と
接続している。

■小田急線（小田原線・多摩線）

東京・新宿と神奈川県小田原市の間を結ぶ
小田急線は川崎市内には登戸駅～柿生駅ま
で計７駅が設置されており、登戸では JR
南武線への乗り換えができる。また、新百
合ケ丘駅からは東京都多摩市の唐木田駅ま
でを結ぶ多摩線が小田原線を経由して東京
メトロ千代田線に直通運転を行っており、
都心通勤通学客の重要な足となっている。

■京王線（相模原線）

京王相模原線は、都心（新宿）と多摩ニュ
ータウンを結ぶ路線。川崎市の北西端を横
断するようになったのは、1971年に京王
多摩川駅～京王よみうりランド駅間の開業
時。横浜市内の橋本駅までの全線開業とな
ったのは 1990年で、市内にある駅は京
王稲田堤と若葉台の2駅のみ。

■川崎高速縦貫鉄道［計画中］

1960 年代から構想されていた、川崎市
内を縦貫する地下鉄が川崎高速縦貫鉄道。
2001年に第１種鉄道事業許可を取得し、
実現へ向けて動き出すが、市の厳しい財政
状況などからいったん白紙に。現在は、新
たに見直された計画により、第一期整備区
間として新百合ケ丘～武蔵小杉間16.7km
に11駅を設置するという方向で、再び鉄
道事業許可の取得準備が進められている。

■バス

川崎市内では市交通局によるバスが全域で
運行されているほか、川崎鶴見臨港バス、
京急・東急・小田急などの私鉄会社による
バス路線がそれぞれの沿線エリアで運行し
ている。なお、かつては路面電車やトロリ
ーバスも運行していたが1960年代に廃止
されている。

2027年の
武蔵小杉エリアを
取り巻く交通機関
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の
新
し
い
関
係
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

こ
と
が
鍵
に
な
る
と
指
摘
し
た
。

　
「
川
崎
市
側
か
ら
見
る
と
多
摩

川
は
北
東
に
あ
た
り
、
市
民
は
多

摩
川
を
『
裏
側
』
だ
と
見
な
し
て
、

背
中
を
向
け
て
暮
ら
し
て
い
た
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
、

川
沿
い
の
環
境
は
背
を
向
け
る
に

は
も
っ
た
い
な
い
ほ
ど
豊
か
。
今

で
は
鮎
も
の
ぼ
っ
て
く
る
ほ
ど
水

も
き
れ
い
で
す
。
も
し
交
通
の
視

点
か
ら
の
川
崎
再
生
を
考
え
る
な

ら
、
従
来
の
電
車
や
自
動
車
の
よ

う
な
既
存
の
交
通
と
は
違
っ
た
、

川
沿
い
を
ゆ
っ
く
り
移
動
す
る
人

間
本
位
の
新
し
い
経
路
を
考
え
て

い
く
の
は
面
白
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

　

そ
こ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
は
、「
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
」
と

い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
設
定

し
た
。
異
な
る
も
の
同
士
を
つ
な

ぐ
役
目
が
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
で
あ

る
。
武
蔵
小
杉
で
い
え
ば
、
高
層

の
新
街
区
（
新
住
民
）
と
低
層
の
既

存
住
宅
地
（
旧
住
民
）、
鉄
道
の
高

架
や
自
動
車
道
路
で
分
断
さ
れ
が

ち
な
風
景
を
つ
な
ぐ
こ
と
。
あ
る

い
は
、
武
蔵
小
杉
か
ら
武
蔵
溝
ノ

口
、
登
戸
へ
、
も
し
く
は
川
崎
駅

周
辺
と
い
っ
た
、
市
内
の
別
の
拠

点
エ
リ
ア
同
士
を
つ
な
ぐ
こ
と
。

そ
の
た
め
に
、
従
来
の
鉄
道
や
道

路
と
は
異
な
る
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

的
な
交
通
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
た
。

以
下
、
2
0
2
7
年
に
お
け
る
新

し
い
街
路
で
あ
る
「
カ
ワ
サ
キ
・

イ
ン
タ
ー
ル
ー
プ
」
の
詳
細
な
設

定
と
、
武
蔵
小
杉
エ
リ
ア
に
お
け

る
人
々
の
暮
ら
し
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
紹
介
す
る
。
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前
大
学
人
文
学
部
卒
業
後
、
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レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
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シ
ョ
ン
関
連

業
界
の
専
門
紙
記
者
を
経
て
、
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
ラ
イ
タ
ー
・
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
活
動
。
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ン
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タ
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の
表
現
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ど
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。
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ク
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ダ
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ク
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。
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９
９
４
年
博
報
堂
に
入

社
。
都
市
博
や
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

な
ど
の
地
域
計
画
、
大
型
イ
ベ

ン
ト
の
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
を
担
当
。
早
稲
田
大
学

建
築
学
科
博
士
課
程
在
学
中
、
都

市
と
建
築
の
雑
誌『
A
』
編
集
長

を
務
め
る
。
１
９
０
２
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で
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表
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そ
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つ
都
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の
再
生
手
法
を
探
る
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」
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R
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カワサキ・インターループ接続部分

カワサキ・インターループ断面図

建
設
の
経
緯

　

カ
ワ
サ
キ
・
イ
ン
タ
ー
ル
ー
プ
は
、

川
崎
を
縦
貫
す
る
新
し
い
移
動
の

軸
と
し
て
、
市
制
施
行
１
０
０
周
年

に
あ
た
る
２
０
２
４
年
に
全
面
運

用
が
ス
タ
ー
ト
し
た「
コ
モ
ン
ズ（
共

有
地
）
と
し
て
の
人
間
中
心
の
街
路
」

で
あ
る
。

　

21
世
紀
初
頭
ま
で
、
川
崎
市
内
の

「
縦
」
方
向
の
移
動
は
、
Ｊ
Ｒ
南
武

線
か
府
中
街
道
な
ど
の
自
動
車
道

路
だ
け
に
依
存
し
て
い
た
。
し
か
し

21
世
紀
初
頭
以
降
、
重
工
業
都
市
に

偏
っ
た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
の
脱
却
を

図
り
、
持
続
可
能
な
生
活
を
支
援
す

る
様
々
な
シ
ス
テ
ム
を
先
駆
的
に

導
入
す
る
都
市
へ
と
変
貌
し
た
川

崎
に
と
っ
て
、
新
し
い
個
人
単
位
で

の
移
動
手
段
の
発
達
な
ど
も
相
ま

っ
て
、
従
来
の
鉄
道
路
線
や
自
動
車

道
路
に
替
わ
る
移
動
経
験
を
生
み

出
す
新
し
い
空
間
を
創
出
す
る
こ

と
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
浮
上

し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
、
従
来

は
川
崎
市
民
か
ら
「
裏
側
」
の
よ
う

に
見
な
さ
れ
、
そ
こ
に
背
を
向
け
る

よ
う
に
し
て
暮
ら
し
て
い
た
多
摩
川

の
存
在
だ
っ
た
。

　

多
摩
川
沿
い
の
ゆ
っ
た
り
し
た
水

辺
空
間
を
、
移
動
と
生
活
の
新
し
い

空
間
＝
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
再
編
成
す

る
こ
と
。

　

ま
た
、
武
蔵
小
杉
や
武
蔵
溝
ノ
口

な
ど
拠
点
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
周
辺
エ
リ

ア
の
乱
雑
化
し
た
状
況
の
中
に
、
快

適
で
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
を
可
能
に

す
る
街
路
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

そ
し
て
、
東
京
と
横
浜
の
中
間
と

い
う
地
勢
に
適
し
た
、「
多
様
な
人
々

同
士
を
つ
な
ぎ
そ
の
交
流
や
触
発
を

促
進
す
る
『
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
』
的

な
空
間
を
創
出
す
る
」
こ
と
。

　

こ
れ
ら
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら

れ
、
２
０
１
６
年
の
川
崎
縦
貫
高
速

鉄
道
の
第
一
期
開
通
後
の
新
た
な
交

通
計
画
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
や
地
元
企
業
の
積
極
的
な
関
与

が
前
提
と
な
り
、
ま
さ
に
市
民
事
業

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
が
模

索
さ
れ
、
資
金
調
達
か
ら
完
成
後
の

運
営
に
い
た
る
ま
で
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
い
く
つ
か
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
（
地
域
の
課
題
や
要
望
を
解

決
す
る
事
業
で
、
多
く
は
社
会
性
や
公

益
性
を
持
つ
）
の
事
業
化
が
実
現
し
た
。

　

実
際
、
ル
ー
プ
の
各
種
設
備
の
維

持
な
ど
に
か
か
る
費
用
の
一
部
は
、

市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地

元
商
店
街
で
の
売
買
な
ど
で
得
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
貨
の
「
投
資
」
に

よ
っ
て
も
賄
わ
れ
て
お
り
、
新
し
い

経
済
モ
デ
ル
と
し
て
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
全
体
像

　

カ
ワ
サ
キ
・
イ
ン
タ
ー
ル
ー
プ

は
、
多
摩
川
に
沿
っ
て
続
く
約
20

km
の
ア
ク
シ
ス
（
以
前
河
川
敷
に
設
置

さ
れ
て
い
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を

原
型
と
す
る
）
と
、
登
戸
・
武
蔵
溝

ノ
口
・
武
蔵
小
杉
・
川
崎
と
い
う
拠

点
エ
リ
ア
内
の
ル
ー
プ
（
空
中
回
廊
）

と
で
構
成
さ
れ
る
。

　

徒
歩
は
も
ち
ろ
ん
、
自
転
車
や
車

い
す
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
あ
る
い
は
高

齢
者
の
移
動
支
援
に
使
わ
れ
る
シ
ニ

ア
カ
ー
ト
と
い
っ
た
、
自
動
車
や
バ

イ
ク
よ
り
小
型
か
つ
個
人
単
位
の
移

動
手
段
に
よ
る
ゆ
っ
た
り
と
し
た
移

動
を
快
適
に
す
る
よ
う
な
設
計
が
な

さ
れ
て
い
る
。

　

要
所
要
所
に
は
公
衆
ト
イ
レ
や

電
動
カ
ー
ト
用
の
充
電
ポ
ー
ト
、
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

も
整
備
さ
れ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ピ
ク

ニ
ッ
ク
が
で
き
る
公
園
も
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　

川
崎
や
武
蔵
小
杉
な
ど
拠
点
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
置
か
れ
る
ル
ー
プ
は
、
お

よ
そ
半
径
１
〜
１
・
５
km
、
高
さ
7

〜
15
ｍ
の
空
中
回
廊
で
、
鉄
道
路
線

の
高
架
や
高
層
ビ
ル
、
幹
線
道
路
な

ど
で
分
断
さ
れ
が
ち
な
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
周
辺
エ
リ
ア
に
お
け
る
個
人
単
位

で
の
移
動
を
快
適
に
す
る
役
目
を
果

た
し
て
い
る
。

　

特
に
、
最
初
に
ル
ー
プ
が
建
設
さ

れ
た
武
蔵
小
杉
エ
リ
ア
で
は
、
06
〜

09
年
に
か
け
て
50
〜
60
階
建
て
の
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
相
次
い
で
建
設
さ

れ
、
従
来
の
一
戸
建
て
や
ア
パ
ー
ト

を
中
心
と
し
た
住
宅
街
と
は
全
く
異

質
な
風
景
が
現
出
し
た
。
ま
た
、
09

年
に
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
の
新
駅
が
開
通

し
た
こ
と
に
よ
り
こ
の
エ
リ
ア
の
再

開
発
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

エ
リ
ア
内
の
乱
雑
さ
や
混
沌
に
拍
車

を
か
け
る
懸
念
も
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
ル
ー
プ
状
の
空
中
回
廊

を
設
置
し
て
、
エ
リ
ア
全
体
に
求
心

性
を
強
め
、
新
住
民
や
旧
住
民
、
あ

る
い
は
異
な
る
世
代
な
ど
、
様
々
な

人
々
の
出
会
い
や
交
流
を
促
す
こ
と

が
可
能
に
な
る―

―

と
の
目
論
み
に

よ
り
発
想
、
構
築
さ
れ
た
。

武
蔵
小
杉
ル
ー
プ
と

新
型
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

　

武
蔵
小
杉
ル
ー
プ
は
、
南
端
が
聖

マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
病
院
、
東
端
は
Ｊ

Ｒ
横
須
賀
線
新
駅
に
接
し
て
お
り
、

東
急
東
横
線
の
新
丸
子
駅
前
を
か
す

め
て
そ
の
北
側
で
多
摩
川
の
ア
ク
シ

ス
へ
と
通
じ
て
い
る
。
ま
た
、
西
端

は
等
々
力
緑
地
で
あ
り
、
川
崎
縦
貫

高
速
鉄
道
の
等
々
力
緑
地
駅
の
上
部

を
通
り
、
中
原
区
役
所
周
辺
へ
と
南

下
す
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
、
主
要
な

商
業
施
設
や
公
共
施
設
や
鉄
道
駅
に

は
建
物
の
２
〜
３
階
部
分
で
直
接
接

続
し
て
い
る
。
駅
前
商
店
街
に
お
い

て
ル
ー
プ
は
モ
ー
ル
の
よ
う
に
屋
根

を
か
け
た
よ
う
な
格
好
と
な
る
。

　

地
上
か
ら
ル
ー
プ
へ
は
、
十
数
カ

所
設
置
さ
れ
て
い
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
で
ア
ク
セ
ス
す
る
。
こ
の
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
は
、
従
来
の
も
の
と
は
全

く
異
な
る
発
想
と
技
術
と
で
開
発
さ

れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
特
徴
的
な
の

は
そ
の
ス
テ
ッ
プ
形
状
が
、
自
転
車

や
車
い
す
な
ど
の
形
状
寸
法
に
合
わ

せ
て
変
形
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
生
物

の
運
動
や
機
構
を
模
倣
し
て
機
能
を

つ
く
る
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
や
力

学
を
生
体
に
応
用
す
る
バ
イ
オ
メ
カ

ニ
ク
ス
な
ど
の
研
究
成
果
で
あ
り
、

素
材
・
機
構
・
制
御
な
ど
の
各
種
の

面
で
21
世
紀
初
頭
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
ス
テ
ッ
プ
部
分

は
、
空
中
に
設
置
さ
れ
た
ル
ー
プ
の

床
面
に
上
が
る
と
そ
の
ま
ま
「
動
く

歩
道
」
と
し
て
も
機
能
し
、
ル
ー
プ

を
一
周
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

個
人
用
移
動
手
段
を
共
有
財
に

　

共
有
地
と
し
て
の
街
路
整
備
と
連

動
し
た
形
で
試
み
ら
れ
た
の
が
、
新

し
い
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
・

メ
デ
ィ
ア
（
個
人
用
移
動
手
段
）
の
設

計
と
開
発
で
あ
る
。

　

川
崎
縦
貫
高
速
鉄
道
を
皮
切
り

に
し
て
、
折
り
た
た
み
式
自
転
車

が
持
ち
込
み
可
能
な
専
用
車
両
が
鉄

道
各
社
に
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
タ

ー
ミ
ナ
ル
駅
周
辺
で
は
以
前
か
ら
駐

輪
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
た
が
、
自
転
車
の
「
私

有
」
で
は
な
く
「
共
有
」
を
可
能
に

す
る
シ
ェ
ア
バ
イ
ク
・
シ
ス
テ
ム
の

社
会
実
験
を
契
機
に
、
携
帯
電
話
や

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
お
財
布
が
わ
り
と
す

る
「
乗
っ
た
分
だ
け
支
払
う
」
共
有

の
仕
組
み
が
浸
透
し
始
め
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
電
車
〜
駐
輪
（
収
納
）
〜

移
動
の
間
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
ぐ
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
メ
デ

ィ
ア
が
、
地
元
川
崎
の
企
業
か
ら
生

ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
シ
ス
テ

ム
は
全
国
各
地
の
都
市
で
も
採
用
が

進
ん
で
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ル
ー
プ
の

中
に
は
ル
ー
プ
壁
面
な
ど
各
所
に
多

摩
川
や
地
域
特
有
の
環
境
音
を
さ
り

げ
な
く
感
じ
さ
せ
る
「
サ
ウ
ン
ド
ス

コ
ー
プ
」
が
設
け
ら
れ
た
り
、
携
帯

電
話
な
ど
を
通
し
て
エ
リ
ア
情
報
や

地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
楽
曲
を
配

信
す
る
「
サ
ウ
ン
ド
イ
ン
フ
ォ
」
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
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カーブの際に発生するステップの隙間は、ゴム状補助ステップによりフ
ラットに埋められる。

―個人単位での移動を支える、共有空間としての街路―

カワサキ・インターループ全体図

カ ワ サ キ ・ イ ン タ ー ル ー プ

8500

70
00

GL=+ -0

10
30

1800

60
0

K A W A S A K I  I N T E R - L O O P

特集●交通と都市再生の未来形
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武蔵小杉

川崎

等々力緑地

新丸子

多摩川

新百合ヶ丘

武蔵小杉在住のトモコさん（女性、35歳）は、川崎市内

の企業に勤める夫（37歳）、息子（6歳）と娘（2歳）と、

2020年代にできた 60階建て高層マンションに住んで

いる。

この日午前、彼女は 30階の自宅を出てエレベーターに

乗り、「LOOP」というボタンを押す。下りたのは、地

上 1階ではなく、3階に相当する「ループ」に直結した

コモンスペース。エレベーターを下りると、

フロアに設置されたサウンドスコープから、

のんびりとした多摩川べりの音が流れている。

トモコさんは娘をベビーカーに乗せ、息子は

自分の自転車で多摩川

に散歩に出かけること

にした。

ループの上は、陽光が気持ちよく降り注ぎ、この陽気に

誘われた人々が思い思いの手段でループを行き交ってい

る。自転車に乗った若者やジョギングをする初老の夫婦、

そして最近になって従来型の車いすの代わりに普及し始

めた、二足歩行型の「フットチェア」に乗った人も。

新丸子の駅前でループからエスカレーターで地上へ。ま

だ自転車に乗れるようになって間もない息子も、ベビー

カーに乗った娘も一緒に、ゆっくり安全に下りることが

できる。昔ながらの商店街のパン屋さんでサンドイッチ

と飲み物を買い、再びループに上がって多摩川べりへと

出る。かつて、多摩川沿いの道路は自動車であふれてい

て、川岸の緑地に出るには横断歩道や歩道橋を使わない

と行けなかった。今では、クルマにおびえることなく、

ごく簡単に多摩川にふれることができるようになった。

河川敷には、以前からあるグラウンドはもちろん、ちょ

っとした自然公園のように小さな生態系が整えられた区

域もできた。子ども連れにとっては、ユニークな遊具で

遊べたり、バイオ処理される清潔なトイレがあったり、

休憩するのにちょうどいいカフェテリアの存在もうれし

い。ひとしきり遊んで疲れたら、芝生に座ってのんびり

と昼食をとる。カフェのそばでは、多摩川の自然観察を

しながら、音を探して共有するサウンドマップづくりの

ワークショップが行われていた。子どもが興味を示すの

で、飛び入りで参加してみよう……。

・既婚
・女性
・35歳
・家族／夫・息子・娘

PERSONAL DATA

[シナリオ1]

トモコさん
武蔵小杉に住む主婦

60階建て高層マンション
の30階に住む。

自宅を出てエレベータに乗り、
「LOOP」というボタンを押す

新丸子駅前でループを降り、エスカレーターで地上へ

川崎駅そばでシェアバイクを返却

一戸建ての自宅兼事務所に住む

地下鉄で等々力緑地駅へと移動

等々力緑地駅で下車し、美術館へ

シェアバイクを借りてみる

新丸子駅前商店街のパン屋でサンドイッチと飲み物を買う

多摩川の河川敷に座ってのんびりと昼食

ラゾーナ川崎の書店で資料をさがす

2027年のある日、川崎で暮らす2人の1日
彼・彼女は、「カワサキ・インターループ」とどのように関わっているのだろうか。

「ループ」に直結したコモンスペースに降りる

10：33

10：50

10：55
12：00

12：40

14：10

河川敷のカフェで一休みした後、川崎市街へ

15：00

15：30

18：00

10：30

12：15

新百合ケ丘に住むクニヒロさん（男性、51歳）は、都心の

企業に勤める妻（50歳）と二人暮らし。彼自身は自宅兼事

務所でフリーランスのコンサルタントとして働いている。

この日、彼は午前で仕事を片づけ、地下鉄で等々力緑地

駅へと移動する。地下鉄の列車には、自転車と一緒に乗

れる専用車両が連結されている。車体につくりつけられ

たラックに自転車を簡単に固定できて、乗り降りも快適

にできる工夫が、この地下鉄の売りの一つだ。クニヒロ

さん自身、時々これを利用している。

等々力緑地駅で下車、市民ミュージアムでやっている展覧

会をのぞく。小一時間ほどミュージアムを観て回り、ふと

思い立ってシェアバイクを借りてみる。駐輪場に整然と並

んでいる自転車は、このシステムのためにデザインされた

ものだという。携帯電話をかざして、個人認証を済ませ、

ラックから自転車を取り外す。エスカレーターで、等々力

緑地の中を蛇行するように設置されているループに上がっ

て、多摩川べりへ向かう。ゆっくりと自転車を走らせ、途

中河川敷にあったカフェで一休み。

河川敷にあるコミュニティカフェは、実際にカフェとして

も営業しているほか、シェアバイクの運営、自然公園エリ

アの管理、グラウンドなどの管理も一手に引き受けている。

また、このカフェは「音」をめぐる環境を発掘・共有する「オ

ーディブル・シティ川崎」プロジェクトの拠点ともなって

いるようだ。ちょうど、親子連れが参加して河原の「音探し」

をするワークショップをやっているところだった。

カフェを後にして、川崎駅方面まで走ってみると、久々

にいい運動になった。途中、インターループに張り巡ら

されたネットワーク経由でサウンドインフォを受信する。

今日はミューザ川崎でおもしろいコンサートがあるとい

うお知らせがあった。まだ空席はあるらしい。ラゾーナ

の近くでシェアバイクをステーションに戻し、利用時間

分を携帯電話の電子マネー（コミュニティ通貨）で支払

う。ラゾーナの書店で、いくつか資料になりそうな本を

漁っていると、妻からメールが入る。今日は早く帰宅で

きそうとのこと。せっかくだから、久しぶりに一緒にコ

ンサートとディナーでもと誘ってみよう…。

ステップの曲面により、カーブでも自転車
などに乗ったまま曲がることができる。

[シナリオ2]
クニヒロさん
新百合ケ丘に住むコンサルタント

・既婚
・男性
・51歳
・家族／妻

PERSONAL  DATA

各ステップに内蔵されている積載物感知センサー
により、昇降時（エスカレーター時）は最大３つ
のステップが同じレベルで昇降できるため、車椅
子や自転車も滑らかにループを移動できる。

ループから多摩川の河川敷に降りる

11：30
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武蔵小杉在住のトモコさん（女性、35歳）は、川崎市内

の企業に勤める夫（37歳）、息子（6歳）と娘（2歳）と、

2020年代にできた 60階建て高層マンションに住んで

いる。

この日午前、彼女は 30階の自宅を出てエレベーターに

乗り、「LOOP」というボタンを押す。下りたのは、地

上 1階ではなく、3階に相当する「ループ」に直結した

コモンスペース。エレベーターを下りると、

フロアに設置されたサウンドスコープから、

のんびりとした多摩川べりの音が流れている。

トモコさんは娘をベビーカーに乗せ、息子は

自分の自転車で多摩川

に散歩に出かけること

にした。

ループの上は、陽光が気持ちよく降り注ぎ、この陽気に

誘われた人々が思い思いの手段でループを行き交ってい

る。自転車に乗った若者やジョギングをする初老の夫婦、

そして最近になって従来型の車いすの代わりに普及し始

めた、二足歩行型の「フットチェア」に乗った人も。

新丸子の駅前でループからエスカレーターで地上へ。ま

だ自転車に乗れるようになって間もない息子も、ベビー

カーに乗った娘も一緒に、ゆっくり安全に下りることが

できる。昔ながらの商店街のパン屋さんでサンドイッチ

と飲み物を買い、再びループに上がって多摩川べりへと

出る。かつて、多摩川沿いの道路は自動車であふれてい

て、川岸の緑地に出るには横断歩道や歩道橋を使わない

と行けなかった。今では、クルマにおびえることなく、

ごく簡単に多摩川にふれることができるようになった。

河川敷には、以前からあるグラウンドはもちろん、ちょ

っとした自然公園のように小さな生態系が整えられた区

域もできた。子ども連れにとっては、ユニークな遊具で

遊べたり、バイオ処理される清潔なトイレがあったり、

休憩するのにちょうどいいカフェテリアの存在もうれし

い。ひとしきり遊んで疲れたら、芝生に座ってのんびり

と昼食をとる。カフェのそばでは、多摩川の自然観察を

しながら、音を探して共有するサウンドマップづくりの

ワークショップが行われていた。子どもが興味を示すの

で、飛び入りで参加してみよう……。

・既婚
・女性
・35歳
・家族／夫・息子・娘
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新百合ケ丘に住むクニヒロさん（男性、51歳）は、都心の

企業に勤める妻（50歳）と二人暮らし。彼自身は自宅兼事

務所でフリーランスのコンサルタントとして働いている。

この日、彼は午前で仕事を片づけ、地下鉄で等々力緑地

駅へと移動する。地下鉄の列車には、自転車と一緒に乗

れる専用車両が連結されている。車体につくりつけられ

たラックに自転車を簡単に固定できて、乗り降りも快適

にできる工夫が、この地下鉄の売りの一つだ。クニヒロ

さん自身、時々これを利用している。

等々力緑地駅で下車、市民ミュージアムでやっている展覧

会をのぞく。小一時間ほどミュージアムを観て回り、ふと

思い立ってシェアバイクを借りてみる。駐輪場に整然と並

んでいる自転車は、このシステムのためにデザインされた

ものだという。携帯電話をかざして、個人認証を済ませ、

ラックから自転車を取り外す。エスカレーターで、等々力

緑地の中を蛇行するように設置されているループに上がっ

て、多摩川べりへ向かう。ゆっくりと自転車を走らせ、途

中河川敷にあったカフェで一休み。

河川敷にあるコミュニティカフェは、実際にカフェとして

も営業しているほか、シェアバイクの運営、自然公園エリ

アの管理、グラウンドなどの管理も一手に引き受けている。

また、このカフェは「音」をめぐる環境を発掘・共有する「オ

ーディブル・シティ川崎」プロジェクトの拠点ともなって

いるようだ。ちょうど、親子連れが参加して河原の「音探し」

をするワークショップをやっているところだった。

カフェを後にして、川崎駅方面まで走ってみると、久々

にいい運動になった。途中、インターループに張り巡ら

されたネットワーク経由でサウンドインフォを受信する。

今日はミューザ川崎でおもしろいコンサートがあるとい

うお知らせがあった。まだ空席はあるらしい。ラゾーナ

の近くでシェアバイクをステーションに戻し、利用時間

分を携帯電話の電子マネー（コミュニティ通貨）で支払

う。ラゾーナの書店で、いくつか資料になりそうな本を

漁っていると、妻からメールが入る。今日は早く帰宅で

きそうとのこと。せっかくだから、久しぶりに一緒にコ

ンサートとディナーでもと誘ってみよう…。

ステップの曲面により、カーブでも自転車
などに乗ったまま曲がることができる。

[シナリオ2]
クニヒロさん
新百合ケ丘に住むコンサルタント

・既婚
・男性
・51歳
・家族／妻

 



カワサキ・インターループ接続部分

カワサキ・インターループ断面図

武
蔵
小
杉
ル
ー
プ
と

新
型
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

　

武
蔵
小
杉
ル
ー
プ
は
、
南
端
が
聖

マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
病
院
、
東
端
は
Ｊ

Ｒ
横
須
賀
線
新
駅
に
接
し
て
お
り
、

東
急
東
横
線
の
新
丸
子
駅
前
を
か
す

め
て
そ
の
北
側
で
多
摩
川
の
ア
ク
シ

ス
へ
と
通
じ
て
い
る
。
ま
た
、
西
端

は
等
々
力
緑
地
で
あ
り
、
川
崎
縦
貫

高
速
鉄
道
の
等
々
力
緑
地
駅
の
上
部

を
通
り
、
中
原
区
役
所
周
辺
へ
と
南

下
す
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
、
主
要
な

商
業
施
設
や
公
共
施
設
や
鉄
道
駅
に

は
建
物
の
２
〜
３
階
部
分
で
直
接
接

続
し
て
い
る
。
駅
前
商
店
街
に
お
い

て
ル
ー
プ
は
モ
ー
ル
の
よ
う
に
屋
根

を
か
け
た
よ
う
な
格
好
と
な
る
。

　

地
上
か
ら
ル
ー
プ
へ
は
、
十
数
カ

所
設
置
さ
れ
て
い
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
で
ア
ク
セ
ス
す
る
。
こ
の
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
は
、
従
来
の
も
の
と
は
全

く
異
な
る
発
想
と
技
術
と
で
開
発
さ

れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
特
徴
的
な
の

は
そ
の
ス
テ
ッ
プ
形
状
が
、
自
転
車

や
車
い
す
な
ど
の
形
状
寸
法
に
合
わ

せ
て
変
形
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
生
物

の
運
動
や
機
構
を
模
倣
し
て
機
能
を

つ
く
る
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
や
力

学
を
生
体
に
応
用
す
る
バ
イ
オ
メ
カ

ニ
ク
ス
な
ど
の
研
究
成
果
で
あ
り
、

素
材
・
機
構
・
制
御
な
ど
の
各
種
の

面
で
21
世
紀
初
頭
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
ス
テ
ッ
プ
部
分

は
、
空
中
に
設
置
さ
れ
た
ル
ー
プ
の

床
面
に
上
が
る
と
そ
の
ま
ま
「
動
く

歩
道
」
と
し
て
も
機
能
し
、
ル
ー
プ

を
一
周
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

個
人
用
移
動
手
段
を
共
有
財
に

　

共
有
地
と
し
て
の
街
路
整
備
と
連

動
し
た
形
で
試
み
ら
れ
た
の
が
、
新

し
い
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
・

メ
デ
ィ
ア
（
個
人
用
移
動
手
段
）
の
設

計
と
開
発
で
あ
る
。

　

川
崎
縦
貫
高
速
鉄
道
を
皮
切
り

に
し
て
、
折
り
た
た
み
式
自
転
車

が
持
ち
込
み
可
能
な
専
用
車
両
が
鉄

道
各
社
に
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
タ

ー
ミ
ナ
ル
駅
周
辺
で
は
以
前
か
ら
駐

輪
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
た
が
、
自
転
車
の
「
私

有
」
で
は
な
く
「
共
有
」
を
可
能
に

す
る
シ
ェ
ア
バ
イ
ク
・
シ
ス
テ
ム
の

社
会
実
験
を
契
機
に
、
携
帯
電
話
や

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
お
財
布
が
わ
り
と
す

る
「
乗
っ
た
分
だ
け
支
払
う
」
共
有

の
仕
組
み
が
浸
透
し
始
め
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
電
車
〜
駐
輪
（
収
納
）
〜

移
動
の
間
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
ぐ
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
メ
デ

ィ
ア
が
、
地
元
川
崎
の
企
業
か
ら
生

ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
シ
ス
テ

ム
は
全
国
各
地
の
都
市
で
も
採
用
が

進
ん
で
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ル
ー
プ
の

中
に
は
ル
ー
プ
壁
面
な
ど
各
所
に
多

摩
川
や
地
域
特
有
の
環
境
音
を
さ
り

げ
な
く
感
じ
さ
せ
る
「
サ
ウ
ン
ド
ス

コ
ー
プ
」
が
設
け
ら
れ
た
り
、
携
帯

電
話
な
ど
を
通
し
て
エ
リ
ア
情
報
や

地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
楽
曲
を
配

信
す
る
「
サ
ウ
ン
ド
イ
ン
フ
ォ
」
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

-

カーブの際に発生するステップの隙間は、ゴム状補助ステップによりフ
ラットに埋められる。
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川
崎
市
は
周
知
の
と
お
り
、
細
長
い
地
域
で
、
臨

海
側
の
川
崎
区
や
幸
区
と
内
陸
側
の
麻
生
区
や

多
摩
区
と
で
は
か
な
り
距
離
が
離
れ
て
お
り
、
一
体
感

が
持
ち
に
く
い
構
造
の
た
め
、
市
内
の
各
地
域
の
特
性

や
住
民
意
識
な
ど
も
か
な
り
異
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

新
百
合
ケ
丘
か
ら
武
蔵
小
杉
ま
で
の
地
下
鉄
の
計
画

が
検
討
さ
れ
、
新
し
い
縦
方
向
の
動
線
を
太
く
し
て
い

こ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、
本
当
の
と
こ
ろ
そ

う
し
た
縦
動
線
が
地
域
経
済
な
ど
に
ど
ん
な
波
及
効
果

を
も
た
ら
す
か
、
正
直
言
っ
て
未
知
数
で
す
。
た
と
え

ば
、
地
下
鉄
が
開
通
し
て
新
百
合
ケ
丘
〜
武
蔵
小
杉
間

が
20
分
程
度
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

実
は
新
百
合
ケ
丘
〜
新
宿
間
も
同
じ
く
ら
い
の
所
要
時

間
で
行
け
ま
す
。
東
京
都
心
の
持
つ
求
心
力
は
今
後
も

川
崎
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
カ
ワ
サ
キ
・
イ
ン
タ
ー
ル
ー
プ
2
0
2
7
」
の
可
能
性
や
課
題
に
つ
い
て
、
3
つ
の
視
点
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

ル
ー
プ
の
よ
う
な
空
中
回
廊
的
な
街
路
空
間
は
突

飛
な
発
想
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実

は
米
国
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
の
空
中
歩
廊
の
事
例
も
あ
り
ま

す
。

　

今
回
の
提
案
が
興
味
深
い
の
は
、
お
年
寄
り
や
体
の

不
自
由
な
方
を
含
む
多
様
な
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
選
ん
だ
手
段
で
、
自
分
の
望
む
速
度
で
の
移
動
が
楽

し
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
、
都
市
内
の
交
通

手
段
で
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
、
比
較
的
短
距
離

で
高
低
差
の
あ
る
よ
う
な
環
境
で
の
移
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
交

通
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
目
指
す
も
の

と
い
え
ま
す
。

　

た
だ
、
一
方
で
ル
ー
プ
の
建
設
や
運
用
を
実
際
に
行

今
回
の
提
案
の
中
心
的
な
舞
台
と
な
っ
て
い
る
中

原
区
は
、
東
京
都
に
比
べ
れ
ば
家
賃
も
比
較
的

割
安
で
交
通
ア
ク
セ
ス
も
良
い
た
め
、
若
い
人
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
暮
ら
し
や
す
い
と
評
価
を
受
け
て
い

る
地
域
で
す
。
そ
こ
に
、
大
型
再
開
発
が
進
み
、
新

し
い
住
民
の
方
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

提
案
の
内
容
で
は
、
市
民
と
行
政
が
共
に
管
理
す
る

「
共
道
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
非
常
に
興
味
深
く
を

感
じ
ま
し
た
。

　

中
原
区
で
は
現
在
、
花
と
音
楽
と
ス
ポ
ー
ツ
を
テ

ー
マ
に
市
民
参
加
型
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
、
地
元

商
店
街
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
再
開
発
に
よ
っ
て
来
て
く
だ
さ
る
新
し
い
住

民
の
方
々
や
、
こ
の
地
域
に
立
地
し
て
い
る
企
業
の

行
政
の
立
場
か
ら

移
動
の
変
化
が
も
た
ら
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
期
待

交
通
の
立
場
か
ら

利
用
や
運
用
の
ル
ー
ル
設
定
が
重
要

経
済
の
立
場
か
ら

建
設
の
た
め
に
は
ビ
ジ
ョ
ン
共
有
が
不
可
欠

そ
う
変
わ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
人
の
流
れ

が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
今
回
の
よ
う
な
提
案
は
今
後
の
社
会
構

造
の
変
容
の
中
で
重
要
な
意
義
を
持
つ
よ
う
に
も
思
わ

れ
ま
す
。
川
崎
の
人
口
構
成
は
、
他
都
市
に
比
べ
て
20

〜
40
代
の
比
率
が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。
そ
し
て
、
20

年
後
に
は
こ
の
世
代
は
そ
の
ま
ま
40
〜
60
代
へ
と
ス
ラ

イ
ド
し
ま
す
。
熟
年
世
代
に
な
る
と
、
若
い
頃
に
比
べ

て
街
中
の
高
低
差
な
ど
を
次
第
に
心
理
的
な
障
壁
と
し

て
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
交
通

の
バ
リ
ア
を
解
消
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
や
大
型
商
業
施

設
や
病
院
、
区
役
所
な
ど
主
要
な
施
設
に
良
好
な
ア
ク

セ
ス
を
確
保
す
る
ル
ー
プ
の
よ
う
な
快
適
な
移
動
空
間

は
、
今
後
高
齢
化
し
て
い
く
社
会
に
と
っ
て
は
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

今
回
の
提
案
で
非
常
に
い
い
と
思
っ
た
の
は
、
多
摩

川
の
親
水
空
間
と
の
一
体
化
と
い
う
ア
イ
デ
ア
で
す
。

大
き
な
川
と
い
う
開
放
感
を
も
っ
た
空
間
は
地
域
に
と

っ
て
重
要
な
資
源
で
す
か
ら
、
是
非
と
も
活
用
し
た
い

も
の
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ル
ー
プ
の
経
済
効
果
を
測
る
こ
と
は
難
し

い
で
す
が
、
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
、
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
形
成
と
い
う
意
味
で
は
大
き
な
効
果
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
年
齢
や
身
体
能
力
や
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
ど
ん
な
人
々
に
も
「
移
動
し
や
す
さ
」
を
保

証
す
る
イ
ン
フ
ラ
が
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
地
域
の
住
み

や
す
さ
が
強
く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
れ
ば
、
地
域
間
競
争
の

中
で
川
崎
が
一
歩
抜
き
ん
出
る
可
能
性
は
あ
り
う
る
と

思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
実
現
に
際
し
て
の
課
題
は
建
設
の
た
め
用

地
確
保
や
資
金
調
達
と
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
た
め
に
は
、
公
共
的
な
意
義
を
理
解
・
共
感
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
や
企
業
、
行
政
と
の

間
で
し
っ
か
り
と
共
有
す
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
る
で

し
ょ
う
（
談
）。

う
と
し
た
ら
、
色
々
な
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
確
か
で
す
。
た
と
え
ば
、
非
常
に
具
体
的

で
す
が
、
空
中
に
浮
か
ぶ
ル
ー
プ
の
幅
員
は
ど
れ
く
ら

い
が
適
切
か
。
双
方
向
で
移
動
が
で
き
て
「
追
い
越
し
」

も
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ら
、
最
低
で
も
5
〜
6
m
の

幅
員
は
必
要
で
す
。
地
上
部
分
の
日
照
へ
の
影
響
も
考

え
る
と
、
足
場
の
建
設
地
を
ど
こ
に
置
く
か
な
ど
、
難

し
い
問
題
も
出
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

も
し
実
現
す
る
と
し
た
ら
、
す
べ
て
を
空
中
回
廊
と

せ
ず
に
一
部
は
地
上
に
降
り
る
よ
う
な
ル
ー
ト
設
定
を

考
え
る
と
か
、
あ
る
い
は
駅
や
商
業
施
設
な
ど
と
接
続

し
て
そ
の
内
部
に
自
由
通
路
的
な
ル
ー
ト
を
確
保
し
、

そ
こ
に
自
転
車
な
ど
の
格
納
シ
ス
テ
ム
を
一
体
的
に
整

え
て
い
く
、
と
い
っ
た
こ
と
も
検
討
す
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。
都
市
の
発
展
や
変
容
に
と
も
な
っ
て
、
ル
ー
プ

自
体
が
無
理
な
く
「
増
殖
」
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

ま
た
、
ル
ー
プ
上
の
移
動
で
す
が
、
歩
行
者
や
自
転

車
そ
の
他
様
々
な
個
人
移
動
手
段
が
共
存
す
る
と
な
る

と
、
移
動
手
段
の
「
暴
走
」
を
防
ぐ
と
い
っ
た
、
人
々

相
互
の
折
り
合
い
を
つ
け
る
ル
ー
ル
を
ど
う
や
っ
て
模

索
し
、
共
有
し
て
い
く
か
。
シ
ス
テ
ム
や
技
術
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
問
題
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
プ
の
運
営
は
市
民
事
業
が
主
体
と

な
る
と
い
う
設
定
も
あ
り
ま
す
が
、
道
路
交
通
の
よ
う

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
イ
ン
フ
ラ
は
管
理
上
の
問
題
が

と
て
も
複
雑
に
な
る
の
で
、
行
政
と
の
し
っ
か
り
と
し

た
連
携
も
不
可
欠
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
き
ち
ん
と
解
決
で
き
た

な
ら
、
ル
ー
プ
が
広
が
る
街
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
安

定
や
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
し
、
こ
う
し

た
提
案
に
そ
れ
な
り
の
説
得
力
を
持
た
せ
て
現
実
化
を

目
指
す
と
す
る
な
ら
、
そ
こ
を
し
っ
か
り
と
検
討
し
て

い
く
必
要
あ
る
で
し
ょ
う
ね
（
談
）。

従
業
員
の
皆
さ
ん
も
含
め
て
、
広
範
囲
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
よ
う
な
も
の
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
多
く
の
人
々
が
関
わ

っ
て
行
く
よ
う
な
活
動
が
将
来
的
に
発
展
し
て
い
く

と
、「
共
道
」
と
い
う
も
の
の
実
現
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
、
中
原
区
で
は
自

治
会
組
織
も
世
代
交
代
が
う
ま
く
進
ん
だ
り
、
多
様

な
意
見
を
取
り
入
れ
る
傾
向
が
非
常
に
強
く
、
現
在

進
ん
で
い
る
再
開
発
に
対
し
て
も
許
容
し
て
く
だ
さ

っ
て
お
り
、
様
々
な
活
動
が
展
開
し
て
い
く
上
で
の

素
地
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ル
ー
プ
と
い
う
新
し
い
道
は
、「
移
動
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
」
を
保
証
し
て
く
れ
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
小
杉
エ
リ
ア
を
含
め
て
、
ど
う
し
て
も

鉄
道
は
地
域
を
分
断
す
る
バ
リ
ア
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
鉄
道
自
体
の
高
架
化
や
地
下
化
も
大
き
な

テ
ー
マ
で
す
が
、
鉄
道
や
自
動
車
道
路
に
よ
っ
て
分

断
さ
れ
な
い
、
人
が
も
っ
と
移
動
し
や
す
い
街
を
つ

く
る
た
め
に
、
根
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
議
論
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
問
題
提
起
と
と
ら
え
ま
し
た
。

　

人
の
移
動
が
変
わ
っ
て
い
く
と
、
各
駅
前
に
あ
る

既
存
の
商
店
街
の
活
性
化
に
も
大
き
く
つ
な
が
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
中
原
区
の
商
店
街
に
し
て
も
、

立
地
し
て
い
る
企
業
の
従
業
員
層
の
変
化
や
、
今
後

の
再
開
発
に
よ
っ
て
進
出
し
て
く
る
大
型
商
業
施
設

と
の
兼
ね
合
い
か
ら
も
、
こ
う
し
た
変
化
に
的
確
に

対
応
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
欠
か

せ
な
い
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
の
位

置
付
け
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
々

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
付
き
合
え
る
よ

う
な
関
係
を
持
ち
つ
つ
も
、
た
と
え

ば
起
業
家
精
神
を
持
っ
た
人
も
受
け

入
れ
て
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
（
談
）。

「
カ
ワ
サ
キ
・
イ
ン
タ
ー
ル
ー
プ
」
は
都
市
再
生
に
何
を
も
た
ら
す
か
？

専
門
家
か
ら
み
た
可
能
性
と
課
題
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そ
う
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わ
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こ
と
は
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し
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う
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ら
、
人
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流
れ
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ど
う
変
わ
る
の
か
、
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
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今
後
の
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会
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造
の
変
容
の
中
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重
要
な
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を
持
つ
よ
う
に
も
思
わ

れ
ま
す
。
川
崎
の
人
口
構
成
は
、
他
都
市
に
比
べ
て
20

〜
40
代
の
比
率
が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。
そ
し
て
、
20

年
後
に
は
こ
の
世
代
は
そ
の
ま
ま
40
〜
60
代
へ
と
ス
ラ

イ
ド
し
ま
す
。
熟
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世
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に
な
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頃
に
比
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中
の
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低
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な
ど
を
次
第
に
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理
的
な
障
壁
と
し

て
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
交
通

の
バ
リ
ア
を
解
消
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
や
大
型
商
業
施

設
や
病
院
、
区
役
所
な
ど
主
要
な
施
設
に
良
好
な
ア
ク

セ
ス
を
確
保
す
る
ル
ー
プ
の
よ
う
な
快
適
な
移
動
空
間

は
、
今
後
高
齢
化
し
て
い
く
社
会
に
と
っ
て
は
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

今
回
の
提
案
で
非
常
に
い
い
と
思
っ
た
の
は
、
多
摩

川
の
親
水
空
間
と
の
一
体
化
と
い
う
ア
イ
デ
ア
で
す
。

大
き
な
川
と
い
う
開
放
感
を
も
っ
た
空
間
は
地
域
に
と

っ
て
重
要
な
資
源
で
す
か
ら
、
是
非
と
も
活
用
し
た
い

も
の
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ル
ー
プ
の
経
済
効
果
を
測
る
こ
と
は
難
し

い
で
す
が
、
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
、
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
形
成
と
い
う
意
味
で
は
大
き
な
効
果
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
年
齢
や
身
体
能
力
や
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
ど
ん
な
人
々
に
も
「
移
動
し
や
す
さ
」
を
保

証
す
る
イ
ン
フ
ラ
が
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
地
域
の
住
み

や
す
さ
が
強
く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
れ
ば
、
地
域
間
競
争
の

中
で
川
崎
が
一
歩
抜
き
ん
出
る
可
能
性
は
あ
り
う
る
と

思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
実
現
に
際
し
て
の
課
題
は
建
設
の
た
め
用

地
確
保
や
資
金
調
達
と
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
た
め
に
は
、
公
共
的
な
意
義
を
理
解
・
共
感
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
や
企
業
、
行
政
と
の

間
で
し
っ
か
り
と
共
有
す
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
る
で

し
ょ
う
（
談
）。

う
と
し
た
ら
、
色
々
な
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
確
か
で
す
。
た
と
え
ば
、
非
常
に
具
体
的

で
す
が
、
空
中
に
浮
か
ぶ
ル
ー
プ
の
幅
員
は
ど
れ
く
ら

い
が
適
切
か
。
双
方
向
で
移
動
が
で
き
て
「
追
い
越
し
」

も
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ら
、
最
低
で
も
5
〜
6
m
の

幅
員
は
必
要
で
す
。
地
上
部
分
の
日
照
へ
の
影
響
も
考

え
る
と
、
足
場
の
建
設
地
を
ど
こ
に
置
く
か
な
ど
、
難

し
い
問
題
も
出
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

も
し
実
現
す
る
と
し
た
ら
、
す
べ
て
を
空
中
回
廊
と

せ
ず
に
一
部
は
地
上
に
降
り
る
よ
う
な
ル
ー
ト
設
定
を

考
え
る
と
か
、
あ
る
い
は
駅
や
商
業
施
設
な
ど
と
接
続

し
て
そ
の
内
部
に
自
由
通
路
的
な
ル
ー
ト
を
確
保
し
、

そ
こ
に
自
転
車
な
ど
の
格
納
シ
ス
テ
ム
を
一
体
的
に
整

え
て
い
く
、
と
い
っ
た
こ
と
も
検
討
す
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。
都
市
の
発
展
や
変
容
に
と
も
な
っ
て
、
ル
ー
プ

自
体
が
無
理
な
く
「
増
殖
」
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

ま
た
、
ル
ー
プ
上
の
移
動
で
す
が
、
歩
行
者
や
自
転

車
そ
の
他
様
々
な
個
人
移
動
手
段
が
共
存
す
る
と
な
る

と
、
移
動
手
段
の
「
暴
走
」
を
防
ぐ
と
い
っ
た
、
人
々

相
互
の
折
り
合
い
を
つ
け
る
ル
ー
ル
を
ど
う
や
っ
て
模

索
し
、
共
有
し
て
い
く
か
。
シ
ス
テ
ム
や
技
術
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
問
題
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
プ
の
運
営
は
市
民
事
業
が
主
体
と

な
る
と
い
う
設
定
も
あ
り
ま
す
が
、
道
路
交
通
の
よ
う

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
イ
ン
フ
ラ
は
管
理
上
の
問
題
が

と
て
も
複
雑
に
な
る
の
で
、
行
政
と
の
し
っ
か
り
と
し

た
連
携
も
不
可
欠
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
き
ち
ん
と
解
決
で
き
た

な
ら
、
ル
ー
プ
が
広
が
る
街
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
安

定
や
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
し
、
こ
う
し

た
提
案
に
そ
れ
な
り
の
説
得
力
を
持
た
せ
て
現
実
化
を

目
指
す
と
す
る
な
ら
、
そ
こ
を
し
っ
か
り
と
検
討
し
て

い
く
必
要
あ
る
で
し
ょ
う
ね
（
談
）。

従
業
員
の
皆
さ
ん
も
含
め
て
、
広
範
囲
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
よ
う
な
も
の
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
多
く
の
人
々
が
関
わ

っ
て
行
く
よ
う
な
活
動
が
将
来
的
に
発
展
し
て
い
く

と
、「
共
道
」
と
い
う
も
の
の
実
現
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
、
中
原
区
で
は
自

治
会
組
織
も
世
代
交
代
が
う
ま
く
進
ん
だ
り
、
多
様

な
意
見
を
取
り
入
れ
る
傾
向
が
非
常
に
強
く
、
現
在

進
ん
で
い
る
再
開
発
に
対
し
て
も
許
容
し
て
く
だ
さ

っ
て
お
り
、
様
々
な
活
動
が
展
開
し
て
い
く
上
で
の

素
地
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ル
ー
プ
と
い
う
新
し
い
道
は
、「
移
動
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
」
を
保
証
し
て
く
れ
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
小
杉
エ
リ
ア
を
含
め
て
、
ど
う
し
て
も

鉄
道
は
地
域
を
分
断
す
る
バ
リ
ア
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
鉄
道
自
体
の
高
架
化
や
地
下
化
も
大
き
な

テ
ー
マ
で
す
が
、
鉄
道
や
自
動
車
道
路
に
よ
っ
て
分

断
さ
れ
な
い
、
人
が
も
っ
と
移
動
し
や
す
い
街
を
つ

く
る
た
め
に
、
根
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
議
論
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
問
題
提
起
と
と
ら
え
ま
し
た
。

　

人
の
移
動
が
変
わ
っ
て
い
く
と
、
各
駅
前
に
あ
る

既
存
の
商
店
街
の
活
性
化
に
も
大
き
く
つ
な
が
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
中
原
区
の
商
店
街
に
し
て
も
、

立
地
し
て
い
る
企
業
の
従
業
員
層
の
変
化
や
、
今
後

の
再
開
発
に
よ
っ
て
進
出
し
て
く
る
大
型
商
業
施
設

と
の
兼
ね
合
い
か
ら
も
、
こ
う
し
た
変
化
に
的
確
に

対
応
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
欠
か

せ
な
い
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
の
位

置
付
け
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
々

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
付
き
合
え
る
よ

う
な
関
係
を
持
ち
つ
つ
も
、
た
と
え

ば
起
業
家
精
神
を
持
っ
た
人
も
受
け

入
れ
て
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
（
談
）。
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改
築
・
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装
と
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に
リ
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ュ
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ア
ル

　

伊
勢
神
宮
外
宮
の
入
り
口
に
当
た
る
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
伊
勢
市
駅

か
ら
歩
い
て
５
分
も
か
か
ら
な
い
と
こ
ろ
に
小
原
産
婦
人
科
は

あ
る
。
開
院
70
年
を
誇
る
地
元
で
最
も
古
い
産
院
の
一
つ
で
あ

り
、
小
原
茂
院
長
は
３
代
目
だ
。

　

４
階
建
て
、
病
室
は
13
室
。
淡
い
ピ
ン
ク
を
基
調
と
し
た
パ

ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
明
る
い
院
内
は
我
々
探
検
隊
も
ゆ
っ
た
り
と

し
た
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
。
病
室
も
広
々
と
し
て
お
り
、
窓

か
ら
神
宮
の
森
が
見
え
る
産
院
と
し
て
新
聞
に
紹
介
さ
れ
た
こ

と
も
あ
る
。

小

原

産

婦

人

科

隊
長

篠
﨑 

正
彦

東
洋
大
学
工
学
部
建
築
学
科 

助
教
授
。

1
9
6
8
年
東
京
都
生
ま

れ
。
専
門
分
野
は
、
建
築

計
画
と
環
境
行
動
研
究
。
特

に
、
都
市
で
の
生
活
様
式
と

住
居
、
施
設
の
関
係
を
研
究

し
て
い
る
。
現
在
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
集
合
住
宅
の
調

査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

隊
員

山
田 

花
子

篠
崎
先
生
の
研
究
室
で
ベ
ト

ナ
ム
建
築
を
学
ぶ
。
趣
味
は

ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
。

▲エレベーター・3階ホール
病室へ向かう廊下の中央に設置されており、壁にあわせ
て明るいピンクで塗装されている。

　

内
外
観
と
も
に
さ
ほ
ど
築
年
数
が
経
っ
て
な
い
よ
う
に
見
え

る
が
、
実
は
竣
工
が
１
９
６
９
年
。
築
37
年
に
な
る
。
小
原
院

長
の
決
断
で
、
95
年
か
ら
５
回
に
わ
た
り
、
改
築
・
改
装
を
続

け
て
き
た
。
改
装
に
伴
い
グ
レ
ー
だ
っ
た
基
調
色
を
ピ
ン
ク
に

変
更
し
、
玄
関
、
ホ
ー
ル
回
り
か
ら
次
第
に
明
る
く
な
っ
て
い

っ
た
。
病
室
も
当
初
の
39
室
か
ら
３
分
の
１
に
減
ら
し
、
一
室

当
た
り
の
広
さ
を
倍
増
さ
せ
た
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
69
年
以
来
、
35
年
間
働
き
続
け
、
か
な
り

の
疲
れ
が
見
え
て
い
た
が
、
改
築
・
改
装
が
優
先
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ま
で
手
が
届
か
な
か
っ
た
。

　

改
築
・
改
装
の
設
計
を
す
べ
て
担
当
し
て
き
た
一
級
建
築
士

の
中
村
泰
矩
氏（
中
村
建
築
設
計
事
務
所
所
長
）
は
こ
う
語
る
。

　
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
分
娩
室
の
前
に
あ
っ
て
、
主
に
分
娩
後

の
妊
婦
さ
ん
を
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー（
脚
と
車
の
つ
い
た
担
架
）
に

乗
せ
て
病
室
に
移
動
さ
せ
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
」。

段
差
・
振
動
・
騒
音
の
な
い
快
適
さ

　

小
原
院
長
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
う
た
び
に「
こ
れ
で
は
妊

婦
さ
ん
が
か
わ
い
そ
う
だ
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

何
し
ろ
旧
式
の
た
め
、
操
作
盤
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
な
か

な
か
ド
ア
が
閉
ま
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
接
触
が
悪
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
動
き
出
す
と
き
も
止
ま
る
と
き
も
ガ

ク
ン
ガ
ク
ン
と
振
動
が
起
き
、
分
娩
後
間
も
な
い
妊
婦
の
傷
に

障
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
月
に
１
回
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ

ニ
ア
に
調
整
を
お
願
い
し
て
い
た
も
の
の
停
止
時
に
段
差
が
生

じ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
乗
せ
る
と
き
、
降
ろ
す
と
き
に
、
妊

婦
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
モ
ー
タ
ー
と
ワ

イ
ヤ
ー
か
ら
生
じ
る
騒
音
も
気
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
小
原
院

長
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
決
意
す
る
。

　
「
妊
婦
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
見
舞
い
な
ど
一
般
の

み
な
さ
ん
に
も
使
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
」
と
小
原
院
長
。

　

こ
う
し
て
、
２
０
０
４
年
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
始

▲エレベーター・かご室内部
病院・福祉施設向けの仕様のため、天井のライトが小さ
く、ストレッチャーがそのまま搬入できる奥行きになっ
ている。

▲エレベーター・1階ホール
術後の患者さんを病室まで運ぶため、手術
室の前にエレベーターが設置されている。

─

安

全

で

快

適

な

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

を

探

る

─

1

OWNER

MAKER

今
号
か
ら
始
ま
っ
た
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
探
検
隊
が
行
く
！
―
安
全
で
快
適
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
探
る
―
」

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
施
主
の
方
々
を
訪
ね
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
後
で
何
が
ど
う
変

わ
っ
た
の
か
を
探
る
。
第
１
回
目
は
「
お
伊
勢
さ
ん
」
で
知
ら
れ
る
伊
勢
神
宮
の
入
り
口
に
位
置
す
る

伝
統
あ
る
小
原
産
婦
人
科
。
37
年
間
使
っ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
一
新
し
、
患
者
さ
ん
に
も
喜
ば
れ
て
い

る
と
語
る
小
原
茂
院
長
に
お
話
を
聞
い
た
。
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技
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小
原
産
婦
人
科
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
担
当
し
た
東
芝
エ
レ
ベ

ー
タ
中
部
支
社
に
今
回
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
ポ
イ
ン

ト
、
一
般
的
に
は
ど
の
よ

う
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
方
法

が
あ
る
の
か
、
エ
レ
ベ
ー

タ
の
寿
命
は
何
年
ほ
ど
か
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
工
期
は

ど
の
程
度
か
な
ど
に
つ
い

て
聞
い
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
寿
命
は
平
均
25
年
前
後

　

小
原
産
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を
使
っ
て
お
り
、
年
数
ほ
ど
に
は

老
朽
化
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
妊
婦
搬
送
用

と
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に
、
使
用
頻
度
が

さ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
一
般
的
な
耐
用
年
数
に
つ
い

て
原
岡
勝
則
氏
は
こ
う
答
え
る
。

　
「
法
的
な
減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
は
17
年
で

す
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
え
ば
も
っ
と
寿
命
は

長
く
な
り
、
建
築
コ
ス
ト
か
ら
考
え
る
と
平
均
的

に
25
年
前
後
が
寿
命
と
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え
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す
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の
装
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そ
の
も
の
が
ま
だ
動
く
と
し

て
も
、
技
術
の
進
歩
の
速
度
が
上
が
る
中
で
、
や

は
り
20
年
以
上
前
の
製
品
と
最
新
式
で
は
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能
の
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が
著
し
い
。
エ
レ
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タ
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を
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か
す
モ
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ー
を
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す
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仕
組
み
も
進
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、
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で
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、
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。
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芝
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で
は
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あ
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、
前
述
の
よ
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に
モ
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や
制
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、

エ
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内
の
操
作
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な
ど
心
臓
部
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け
を
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ア
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装
置
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な
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「
準
撤
去
リ
ニ
ュ
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ア
ル
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そ
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て
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全
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小
原
産
婦
人
科
の
場
合
、
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撤
去
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ニ
ュ
ー
ア

ル
と
し
て
レ
ー
ル
や
の
り
ば
の
枠
・
し
き
い
な
ど
は

残
し
た
が
、
古
い
製
品
で
も
あ
り
、
他
は
す
べ
て

交
換
し
た
。

　

原
岡
氏
は「
産
院
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
安
全
装

置
の
充
実
を
提
案
し
ま
し
た
」
と
い
う
。

　

地
震
の
本
震（
Ｓ
波
）
を
感
知
す
る
と
自
動
的
に

最
寄
階
に
着
床
・
停
止
す
る「
地
震
時
管
制
運
転
」

や
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
同
じ
よ
う
に
最
寄
階
に

停
止
す
る「
故
障
時
最
寄
階
自
動
着
床
運
転
」
は
標

準
装
備
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に「
停
電
時

自
動
着
床
装
置
」
を
提
案
し
た
。
こ
れ
は
停
電
に

な
る
と
専
用
バ
ッ
テ
リ
ー
に
切
り
替
わ
り
、
停
電

灯
が
点
灯
し
、
自
動
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
て
、
最

寄
階
に
停
止
、
ド
ア
が
開
く
シ
ス
テ
ム
だ
。

　

ま
た
、
遠
隔
監
視
保
守
シ
ス
テ
ム「
ス
ー
パ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
」
も
併
せ
て
盛
り
込
ん
だ
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
サ
ー
ビ
ス
情
報
セ
ン
タ

ー
を
電
話
回
線
で
結
び
、
運
転
状
態
を
常
時
監
視
、

異
常
を
察
知
し
て
未
然
に
故
障
を
防
ぐ
。

　

閉
じ
込
め
が
発
生
し
て
も
、
24
時
間
・
３
６
５
日
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
か
ら
セ
ン
タ
ー
に
通
話
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
利
用
者
も
安
心
だ
。

　
「
毎
月
、
利
用
状
況
の
レ
ポ
ー
ト
も
受
け
取
れ
る

の
で
便
利
」
と
小
原
院
長
も
語
る
。

上
手
な
段
取
り
で
工
期
短
縮

　

小
原
産
婦
人
科
で
は
全
撤
去
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

近
い
大
が
か
り
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
だ
っ
た
が
、
工

期
は
18
日
間
で
済
ん
だ
。
山
田
氏
に
よ
れ
ば
通
常
、

全
撤
去
が
3
週
間
、
準
撤
去
が
２
週
間
、
制
御
が

３
〜
７
日
間
か
か
る
。
工
期
短
縮
が
可
能
に
な
っ

た
理
由
と
し
て
山
田
氏
は
こ
う
語
る
。

　
「
工
事
の
段
取
り
が
工
期
を
左
右
し
ま
す
。
つ
ま
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、
必
要
な
部
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や
材
料
を
工
事
す
る
現
場
近
く

に
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け
る
か
ど
う
か
。
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前
、
機
械
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な
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縮
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仮
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。
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ー
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ー
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見
舞
客
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。

小原産婦人科
「自然なお産」「母乳保育」「明るく楽しく」が基本方針。
年間約 230人の赤ちゃんが生まれ、親子何代も続けてお
世話になっている人たちも少なくない。

■住所 : 三重県伊勢市宮後1‐5‐3
■ URL: http//www.a-space.ne.jp/ohara/

め
、
18
日
間
で
準
撤
去
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
完
了
。
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の
ド
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も
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ピ
ン
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っ
た
。
も
う
段

差
が
で
き
る
こ
と
も
な
い
し
、
振
動
も
騒
音
も
な
い
。
一
般
客

も
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
お
年
寄
り
も
見
舞
い
に
来
や
す
く

な
っ
た
。
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で
見
舞
客
も
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え
ま
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。

車
い
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を
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じ
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ち
ゃ
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が
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、
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の
顔
を
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に
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う
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し
た
。
こ
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適
に
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る
と
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思
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せ
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で
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ね
。
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も
喜
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い
る
し
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
よ
。
感
謝
し
て
い
ま

す
」。

メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
…

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社

施 設設備のリニューアルは、エレベーターに限ら

ず、単に老朽化したものを新しいものに取り替え

るだけはありません。

　　一般的にリニューアル前のエレベーターは、施設の

裏方にあるのですが、リニューアル後は少し建築空間の

全面に出てくるケースが多いのです。それは、エレベー

ターを単に上下移動のハコと考えるのではなく、エレベー

ターに乗る行為そのものが楽しい体験になること、すな

わち利用者のホスピタリティーを重視するからです。

　エレベーターは必ず人が通るところにあるので、エレ

ベーターが変わると施設のイメージは大きく変わること

になります。

　たとえば今回のリニューアルのポイントの1つとなっ

た色もそうです。小原院長指定でピンク色に変わりまし

たが、これでエレベーターの存在感が出てきますし、通

路全体が明るくなります。また、エレベーターの安全の

意識が高まる中、「停電時自動着床装置」や遠隔監視保守

システムの「スーパーTERM」が装備され、安全の充実

が図られたことは、このリニューアルの大きなポイント

になっています。

　建築の視点から見ると、エレベーター前の照明を変え

ると、エレベーターの存在がさらに増します。今後は、

エレベーターにも金属的な素材だけでなく、自然素材を

使って利用者に癒しをもたらすリニューアルの方向性も

出てくるでしょう。

　さらに産院ならではアイデアとしては、エレベーター

内のモニターに妊婦さんに役立つ情報などが、さりげな

く表示されていると喜ばれるかもしれませんね。

　新生児にとっては、人生の最初に乗るエレベーターな

ので、最新の機能や利便性だけでなく、人に優しい演出

が重要になってくると思います（談）。
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語
る
。

　
「
工
事
の
段
取
り
が
工
期
を
左
右
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
必
要
な
部
品
や
材
料
を
工
事
す
る
現
場
近
く

に
置
け
る
か
ど
う
か
。
ホ
ー
ル
前
、
機
械
室
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
提
供
し

て
い
た
だ
け
な
い
と
工
期
の
短
縮
は
難
し
い
で
す

ね
。
今
回
は
ホ
ー
ル
前
に
仮
囲
い
を
す
る
許
可
を

い
た
だ
き
、
そ
こ
に
材
料
を
置
く
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
作
業
が
し
や
す
か
っ
た
で
す
」

　

た
だ
し
、
入
院
中
の
妊
婦
も
い
る
の
で
工
事
の

騒
音
に
は
気
を
遣
っ
た
と
い
う
。

　
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
完
成
し
て
、
検
査
の
た
め
に

覆
っ
て
い
た
シ
ー
ト
を
取
る
瞬
間
、
施
主
の
み
な

さ
ん
の
多
く
は『
オ
ー
』
と
驚
き
の
声
を
お
上
げ
に

な
る
ん
で
す
が
、
確
か
、
小
原
先
生
も
お
っ
し
ゃ

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
と
原
岡
氏
は
笑
う
。

　

生
ま
れ
変
わ
っ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
今
日
も
妊

婦
さ
ん
や
見
舞
客
を
運
ぶ
。

メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
…

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社
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図1　電気供給支障事故の推移 （提供： 原子力安全・保安院）
年間需用電力量は年ごとに増加傾向にあるが、供給支障事故件数は横ばい傾向にある。
2004年は新潟県中越地震の被害により、事故件数が増加した。

▲図 2　阪神・淡路大震災における配電設備の被
害（提供：関西電力）
阪神・淡路大震災で倒壊家屋などが電柱に接触
し、電柱が倒壊、折損、傾斜などの被害を受け
た例。

連載●防災を科学する
停電と都市・交通

大規模停電の発生に備える
2006年8月に東京都心部を襲った突然の大規模停電に、都市機能はマヒ状態に陥った。信号機、交通、コン
ピューターなど停電が私たちの生活にもたらす影響は大きい。クレーン船や飛行機などによる架線切断事故や、
地震・台風・雷などの自然災害にいたるまで停電のリスクは多い。私たちはどのように備えればいいだろうか。

年
間
需
要
電
力
量（
億kW

h

）
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（備考） 供給支障事故率は、年間需要電力量当たり（億kWｈ）の事故件数を示す。

■
供
給
支
障
事
故
件
数（
件
）

■
供
給
支
障
事
故
率（
億kW

h

）

供給支障事故率

供給支障事故
総件数

自家用設備から
の波及事故件数

東
京
の
早
朝
を
襲
っ
た
停
電

　

２
０
０
６
年
８
月
14
日
早
朝
、

東
京
都
心
部
か
ら
横
浜
、
川
崎
、

市
川
、
浦
安
に
及
ぶ
広
範
囲
な
停

電
が
発
生
し
た
。

　

停
電
戸
数
は
１
３
９
万
件
、
信

号
停
止
は
約
１
５
０
０
カ
所
、
鉄

道
の
一
時
運
行
停
止
は
18
路
線
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
の
閉
じ
込
め
は

71
件
な
ど
大
き
な
被
害
が
出
て
、

都
市
機
能
は
マ
ヒ
し
た
。
原
因
は

旧
江
戸
川
を
航
行
中
の
ク
レ
ー
ン

船
が
東
京
電
力
の
特
別
高
圧
送
電

線
に
接
触
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

政
府
は
こ
の
事
態
を
重
く
見
て
、

大
規
模
停
電
対
策
に
関
す
る
関
係

省
庁
連
絡
会
議
を
設
け
、
大
規
模

停
電
の
再
発
防
止
策
と
し
て
河
川

で
の
船
舶
航
行
ル
ー
ル
の
検
討
や

標
識
の
設
置
な
ど
を
決
め
た
。
ま

た
、
電
力
供
給
側
の
対
策
と
し
て

事
故
の
影
響
を
極
小
化
し
、
迅
速

な
復
旧
を
可
能
と
す
る
系
統
運
用

や
復
旧
作
業
手
順
・
訓
練
の
整
備
・

充
実
の
ほ
か
、
き
め
細
か
な
情
報

提
供
を
求
め
た
。

　

東
京
電
力
も
こ
う
し
た
事
態
を

想
定
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
予
防
策

を
採
用
し
て
い
る
。

　

昭
和
40
年
代
前
半
で
は
利
用
奢

１
軒
当
た
り
の
年
間
停
電
時
間
数

は
90
分
を
超
え
る
よ
う
な
時
代
も

あ
っ
た
が
、
現
在
は
５
分
程
度
に

ま
で
下
が
っ
て
い
る
。
海
外
で
は

２
０
０
３
年
で
ア
メ
リ
カ
80
分
、

イ
ギ
リ
ス
70
分
と
、
東
京
電
力
の

停
電
時
間
数
は
顕
著
に
低
い
。
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地
震
対
策
が
急
務

　

東
京
電
力
総
務
部
防
災
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
大
橋
裕
寿
氏

は
こ
う
語
る
。

 

「
８
月
14
日
の
首
都
圏
大
停
電
の

際
、
99
％
は
１
時
間
以
内
に
復
旧

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
各
方
面

よ
り
色
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
復
旧
時
間
を
さ
ら
に
短

く
し
、
的
確
な
情
報
を
出
す
こ
と

が
重
要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
」

　

東
京
電
力
の
系
統
構
成
は
、
送

電
線
を
網
の
目
状
に
つ
な
ぎ
、
ど

こ
か
で
事
故
が
発
生
し
て
も
迂
回

し
て
電
気
を
送
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

大
橋
氏
に
よ
れ
ば
、
東
京
電
力

の
防
災
対
策
は
３
本
柱
か
ら
成
っ

て
い
る
。「
被
災
し
に
く
い
設
備
」

（
耐
震
設
計
な
ど
）、「
被
災
時
の
影

響
軽
減
」（
設
備
構
成
の
多
重
化
な

ど
）、「
被
災
設
備
の
早
期
復
旧
」
だ
。

　

停
電
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
は

ク
レ
ー
ン
船
な
ど
外
的
要
因
に
よ

る
停
電
は
稀
で
、
台
風
や
雷
な
ど

の
自
然
災
害
が
最
大
の
要
因
と
な

る
。
特
に
地
震
対
策
は
首
都
直
下

型
の
切
迫
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
京
電
力
で
は
、
発
電
所
の
耐

震
設
計
は
地
震
に
対
し
て
は
十
分

な
強
度
を
持
た
せ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
変
電
所
で
も
機
器
が
被
災

を
受
け
に
く
い
構
造
に
す
る
と
と

も
に
、
万
が
一
壊
れ
て
も
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
に
切
り
替
わ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

　

問
題
は
町
中
の
電
柱
・
電
線
の

損
傷
だ
。
特
に
木
造
密
集
地
域
で

は
、
木
造
家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
巻

き
込
ま
れ
て
被
害
が
大
き
く
な
る

と
見
て
お
り
、
首
都
直
下
地
震
が

起
き
る
と
エ
リ
ア
内
で
２
０
０
万

軒
が
停
電
す
る
と
国
の
中
央
防
災

会
議
で
は
予
想
し
て
い
る
。
復
旧

ま
で
は
発
災
日
を
入
れ
ず
６
日
間

が
目
標
だ
。

　
「
こ
の
目
標
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
が
、
社
会
的
影
響
を
考
え
る
と
、

1
日
で
も
早
く
復
旧
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」
と
大
橋
氏
。

　

復
旧
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
資
材
や

機
材
の
備
蓄
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
や
訓
練
に
は
注
力
し
て
い
る
が
、

や
は
り
課
題
は
「
社
内
で
の
危
機

意
識
の
強
化
だ
」
と
大
橋
氏
は
い

う
。
そ
の
た
め
日
々
、
訓
練
を
繰

り
返
し
て
防
災
対
策
の
仕
組
み
の

中
に
あ
る
落
と
し
穴
を
見
つ
け
手

を
打
ち
続
け
て
い
る
。

　

防
災
と
停
電
対
策
は
一
体
化
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

▲

図1　電気供給支障事故の推移 （提供： 原子力安全・保安院）
年間需用電力量は年ごとに増加傾向にあるが、供給支障事故件数は横ばい傾向にある。
2004年は新潟県中越地震の被害により、事故件数が増加した。

▲図 2　阪神・淡路大震災における配電設備の被
害（提供：関西電力）
阪神・淡路大震災で倒壊家屋などが電柱に接触
し、電柱が倒壊、折損、傾斜などの被害を受け
た例。　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
停
電
対
策
と

し
て
、「
停
電
時
自
動
着
床
装
置
」
を

用
意
し
て
い
る
。
専
用
バ
ッ
テ
リ
ー
に

よ
り
停
電
が
起
き
て
も
、
停
電
灯
が
点

灯
し
、
最
寄
階
に
着
床
し
、
ド
ア
が
開

く
の
で
安
心
だ
。
従
来
、
病
院
な
ど
緊

急
性
の
高
い
施
設
で
は
導
入
さ
れ
て
い

た
が
、
最
近
で
は
一
般
の
建
物
で
も
導

入
さ
れ
て
い
る
。

　

停
電
時
や
地
震
時
の
自
動
着
床
機

能
を
追
加
工
事
で
導
入
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
が
体
験

で
き
る
移
動
型
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
あ
る

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
」
を
出
動
さ
せ
て

い
る
。

消えている消えていない

切れている

また切れた

切れていない

電
力
会
社
に

連
絡
す
る

電気が消えた

ブレーカー、漏電遮断機
を調べる

使用していた器具を
コンセントから外す

ブレーカーのつまみを
上へ上げてみる

電気がついた

隣り近所を見る

連載●防災を科学する
停電と都市・交通

地震や原因不明の停電には誰もがあわてるもの。

しかし、焦りは事故の元です。停電の原因を冷静に見

極めて、電気の復旧後も考えながら対処しましょう。

停電や災害になったら
どうする？

　

電
気
が
消
え
た
ら
、
ま
ず

窓
か
ら
隣
近
所
を
見
る
こ
と
。

周
囲
の
電
気
も
消
え
て
い
た

ら
地
域
的
な
停
電
だ
。

　

も
し
、
近
所
が
消
え
て
い
な

い
と
き
は
家
の
問
題
だ
。
家

中
の
電
気
が
消
え
て
い
れ
ば
、

ブ
レ
ー
カ
ー
が
切
れ
た
可
能
性

が
高
い
。
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
電

気
器
具
を
一
度
に
大
量
に
使

う
と
安
全
の
た
め
に
電
気
を
遮

断
す
る
装
置
だ
。

　

使
用
器
具
の
ス
イ
ッ
チ
を

消
し
て
、
分
電
盤
の
ブ
レ
ー
カ

ー
を
戻
す
。
分
電
盤
が
ど
こ
に

あ
る
か
は
日
頃
か
ら
確
認
し

て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、

懐
中
電
灯
も
部
屋
ご
と
に
身

近
な
と
こ
ろ
に
置
い
て
お
く
。

　

ブ
レ
ー
カ
ー
と
一
緒
に
漏
電

遮
断
機
の
ス
イ
ッ
チ
も
戻
す
が
、

す
ぐ
切
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
ら

漏
電
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
電

力
会
社
に
連
絡
す
る
。

　

地
震
が
起
き
て
、
家
か
ら

避
難
す
る
と
き
に
は
必
ず
ブ

レ
ー
カ
ー
を
切
っ
た
方
が
い

い
。
倒
れ
た
電
気
ス
ト
ー
ブ

な
ど
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
電

気
が
復
旧
す
る
と
、
火
事
に

な
る
恐
れ
も
あ
る
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

管
理
者
に
は
、
大
型
停
電
の

復
旧
時
に
は
住
民
が
部
屋
に
い

る
か
ど
う
か
確
認
す
る
と
作

業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す
る
。

留
守
中
に
復
旧
す
る
と
火
災

の
可
能
性
も
あ
る
か
ら
だ
。

　

も
し
、
電
気
器
具
か
ら
火

が
出
た
ら
、
む
や
み
に
水
を
か

け
ず
、
ま
ず
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切

っ
て
消
火
器
で
消
す
。
一
度
、

水
に
浸
か
っ
た
器
具
は
漏
電

の
原
因
と
な
る
の
で
決
し
て

使
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

大規模停電の発生に備える
2006年8月に東京都心部を襲った突然の大規模停電に、都市機能はマヒ状態に陥った。信号機、交通、コン
ピューターなど停電が私たちの生活にもたらす影響は大きい。クレーン船や飛行機などによる架線切断事故や、
地震・台風・雷などの自然災害にいたるまで停電のリスクは多い。私たちはどのように備えればいいだろうか。
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東
京
電
力
も
こ
う
し
た
事
態
を

想
定
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
予
防
策

を
採
用
し
て
い
る
。

　

昭
和
40
年
代
前
半
で
は
利
用
奢

１
軒
当
た
り
の
年
間
停
電
時
間
数

は
90
分
を
超
え
る
よ
う
な
時
代
も

あ
っ
た
が
、
現
在
は
５
分
程
度
に

ま
で
下
が
っ
て
い
る
。
海
外
で
は

２
０
０
３
年
で
ア
メ
リ
カ
80
分
、

イ
ギ
リ
ス
70
分
と
、
東
京
電
力
の

停
電
時
間
数
は
顕
著
に
低
い
。



最
近
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
旅
行
し
た
人
な
ら
お
気
づ
き
の

こ
と
だ
ろ
う
。
交
通
機
関
の
乗
り
換
え
が
極
め
て
ス
ム

ー
ズ
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
は
、
シ
ー
ム
レ
ス
な

乗
り
換
え
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
徹
底
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
E
U
（
欧
州
連
合
）
で
は
ど
の
交
通
機
関
も
チ
ケ

ッ
ト
が
共
通
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
乗
り
換
え
の
度
ご

と
に
一
回
一
回
改
札
口
で
買
う
必
要
が
な
い
。
一
度
購

入
し
て
し
ま
え
ば
、
目
的
地
に
着
く
ま
で
自
由
に
乗
り

降
り
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
環
境

都
市
と
し
て
知
ら
れ
る
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
。
こ
の
町
に
は
環

境
に
配
慮
し
た
L
R
T（
路
面
電
車
）
が
立
体
交
差
し
な
が

ら
町
を
縦
横
無
尽
に
走
っ
て
い
る
。
L
R
T
を
利
用
し
て

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
駅
に
着
く
と
、
I
C
E
（
ド
イ
ツ
の
新
幹
線
）

へ
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
利
用
者
数

の
比
較
的
少
な
い
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
方
に
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
階
段

を
一
切
使
わ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
乗
り
継
げ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
だ
。

　

最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

リ
ヨ
ン
駅
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
国
鉄
、
地
下
鉄
、
バ
ス
、

L
R
T
の
乗
り
換
え
す
べ
て
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
活
用

さ
れ
て
お
り
、
乗
客
は
ど
の
交
通
機
関
へ
も
容
易
に
行
き

来
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
歴
史
あ
る
建

屋
に
配
慮
し
つ
つ
、
巧
み
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
導
入
さ
れ

て
い
る
の
だ
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
輸
送
機
関
の
勝
手
な
都
合
に
乗
客
が
合

わ
せ
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
は
、
21
世
紀
に
入
っ

て
、
よ
う
や
く
人
が
主
役
の
移
動
環
境
に
変
わ
り
つ
つ

あ
る
（
談
）。

ヨーロッパでは、単なる交通のバリアフリーというだけではなく、
精算や乗り換えなどがシームレスに行えるようになってきた。

法政大学  黒川 和美
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